
総合戦略掲載施策関係意見集約表 （資料２）

項目
No.

基本方
針

戦略を構成する施策
※◆印は骨子記載の主
要な施策の柱。中点印は
骨子記載のもの。赤字は
市民提案等によるもの。

市民意識調査結果 子育てアンケート結果 市民対話集会意見 ←対話集会での市長コメント 部会の関連意見 青年団体提案 ←青年団体提案に対する市長コメン
ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

1 ひとづ
くり

◆子育て世代の負担軽
減など、安心した子育て
環境の提供

・小さい時からの子育ての充実が必要。 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

2 ひとづ
くり

・不妊・不育症治療に要
する医療費助成事業

・不妊専門の病院が欲しい。仕事後
に通える病院が欲しい。

・「不妊治療費免除」などどうか。 保健センター  子供を授かりたいという気持ちがある
が、特定不妊治療以外の治療法によっ
ては妊娠の見込みがないか又は極めて
少ないと医師に診断された法律上の婚
姻をしている夫婦に対し、不妊・不育治
療費助成、特定不妊治療・人工授精の
不妊治療及び、不育治療にかかる費用
の一部助成を行う。

する Ｈ27～Ｈ
31

4,700 継続 不妊・不
育治療費
の助成対
象者

合計特殊出生率　1.75
希望出生数　2.29

合計特殊出生率　1.79
希望出生数　2.34

3 ひとづ
くり

・妊娠前から、妊娠、出産
までのサポート事業
（（案）妊活アドバイザーと
共に歩むこうのとり事業）

・自然分娩、自然医療、給食の見直
し等、自然子育てできる環境を整
え、不妊にならない環境を作って欲
しい。
・不妊専門の病院があると嬉しい。
・仕事後に通える病院が欲しい
・出産ができる病院が2ヶ所しかな
く、総合病院だと担当医もなく、同じ
医師に妊娠から出産まで診てもらえ
ない。
・出産に対し、経済的な支援が欲し
い。
・第3子以降の出産祝い金を増やし
て欲しい。

・子育て支援の充実。イベントの充
実/魅力ある地域づくり/出産・入学
祝い/子供を増やしたいという決意を
共有する/今までの施策を更なる充
実/集会場所（子ども老人全ての人
が集まれる場所）- 明倫

・産婦人科が2か所しかなく、出産に
は不安がある。また、医師不足もあ
り、長期入院が難しいことが課題。
・衰退した他地域の事例（愛媛県川
之江市）をあげると、医療と教育の
衰退が原因であるとの情報があっ
た。特に中央病院がなくなったことが
大きいようだ。倉吉市においても、県
立病院をなくさないように施策を打っ
てほしい。また、市内に婦人科は2つ
あっても、産科は1つしかない点も不
安である。

保健センター 妊娠前から、妊娠、出産と女性の人生で
の大きなイベントをサポートし、メンタル
面でのケアを行うため、医療機関との連
携によるアドバイス、同年代のママ友
サークル等の活動の支援として、母子保
健相談支援事業を行い　母子保健コー
ディネーター（保健師・助産師等）による
妊娠・出産にかかる相談・支援サービス
の充実と連携強化を図る。

する Ｈ27～Ｈ
31

2,500 拡充 市民 合計特殊出生率　1.75
希望出生数　2.29

合計特殊出生率　1.79
希望出生数　2.34

4 ひとづ
くり

・子育て情報わかりやすく
身近に発信事業

・子育てに関する情報が入ってこな
い。
・ＣＭやポスターなどでＰＲを。
・何をしてるか知らない。
・イベントに対して市民の認知度が
低いように思う。
・子育てパスポートは知らなかった。
・支援センターの行事予定を月末ま
でに次月のを載せてほしいです。
・子育ての悩みを行政に伝える方法
が分からない。

・市の幹部に、人口減少時代におけ
る結婚、子育てについて10年前くら
いに提案をしたが、取り合ってもらえ
なかったことがある。
・一人親の場合、単発的に子供を見
てもらいたいというニーズがあり、東
京都ではベビーシッターを派遣する
などの制度がある。困ってからの支
援ではなく、その前に支援の手を差
し伸べることが必要。
・米子等と比較して、倉吉は子育てし
やすい環境が整っていると思うの
で、「子育てしやすいまち」としてＰＲ
していくべきだと思う。

そのことを理解していない保護者が
少なくない。第３子以降の子育て
サービスを第２子までと差をつける、
第２子までのサービスの質を落とし、
第３子以降を手厚くするなどしては
どうか。

たＰＲとして、また兵庫県相生市で
は、子育て支援のＰＲとして、テレビ
ＣＭを流しているが、倉吉市でも同じ
ようなことはできないか。

が、県とも話し合いながら検討してい
きたい。また、相生市のＣＭについて
も勉強してみたい。

子ども家庭課
保健センター

子育てに必要な情報を分かり易く、迅速
に伝えるため、医療関係の情報、関連イ
ベント、保育料の補助・助成制度、地域
ごとのママ友サークル活動の情報など
をＳＮＳ等のＷＥＢサービスの活用につ
いて検討をする。

する Ｈ27～Ｈ
31

1,500 拡充 子育て世
代

子育てや子育て支援サービ
スの情報が少ないと感じる
子育て世代の割合　9.8％

子育てや子育て支援サービ
スの情報が少ないと感じる
子育て世代の割合　5.0％

地域における
子育てを応援
するという観
点から、子育
て世代だけで
はなく、全世
帯を対象に子
育てに関する
情報を発信す
ることを前提
とする。

5 ひとづ
くり

・出産後の育児不安の軽
減を図る産後ケアサポー
ト事業

・若者に保育料の軽減や、未入所児
については何らかの助成を考慮して
ださい。

・産婦人科が少なく、救急外来も少
ない。保育園での食物アレルギー対
応への経済的なサポートが欲しい。
・出産できる病院が少なく、経済的な
支援がも欲しい
・殺人、虐待、変質者の話が多く、安
心して子育てできない。
・産婦人科、医師の充実を。
・小児科の待ち時間が長すぎる。
・保育園の平日の行事が多すぎる。
・「妊婦さんに優しいまち」とＰＲして
いるが、妊娠中そう感じた事がなく、
倉吉は子育て施策が充実していな
いと思う。
・今年度より始まった保育園の保育
時間を決める制度は厳しい。従来通
りが良かった。

・子育て支援の充実。子供を増やし
たいという決意を共有する。- 明倫
・若者の定住の推進・資金面での支
援 - 北谷
・子育て支援。地域の受け皿を作る/
病院・保育所等の拡充整備　- 上灘
・出産・子育てしやすい環境。 - 上
灘
・子育ての支援・充実。 - 高城

・子育て世代の夫婦へのサポートが
出生率に影響するのではないか。
・子育てママにとって経済的支援も
大事であるが、子育てママが時間的
ゆとりを持てるようサポートできる方
法は考えられないか。例えば、子育
て支援センターでは短時間の預かり
をしているが、予約が必要である。
予約なしでも1～2時間子供を預ける
事ができれば、急な予定に対応しや
すく、息抜きもできると思う。

からごみ袋をプレゼントされ非常に
助かっているが、くらすけくんデザイ
ンの「子どもが乗ってますステッ
カー」など、もう少し遊び心のあるも
のにできないか。

も同じように感じているので、もっと
ほかのことができないか検討する。

保健センター 妊娠期からの切れ目ない子育て支援の
充実を図るため、産院を退院し、心身と
もに不安定になりやすい産後４か月まで
の時期に、「産後母子ショートステイ」や
「産後母子デイケア」を提供。育児不安
の早期解消を図り、児童虐待等の未然
防止を図る。また、地域の助産所と行政
が連携を図り、出産直後からの地域で
の子育て支援を強化。
連携体制の構築・強化/ ケアサポート内
容の検討
妊娠・出産包括支援事業
　妊娠期から出産後までの、心身共に
不安定となりがちな妊産婦を総合的に
支援をすることで、子育て支援の充実を
図る。

する Ｈ27～Ｈ
31

新規 妊産婦
乳幼児

合計特殊出生率　1.75
希望出生数　2.29

合計特殊出生率　1.79
希望出生数　2.34

6 ひとづ
くり

・子育て家庭を地域で支
えるファミリーサポート推
進事業

・安心して子供を預けて働ける環境
づくりを
・家庭、地域で子育て出来る環境づ
くりを。
・女性管理職では子育て出来ない。
・ひとり親家庭でも子育てしやすい環
境整備として、低廉な住宅、預かり
保育などの充実を。
・保育料の軽減、未入所児について
は何らかの助成を。

・両親が病気になった時、子どもを預
けるところがない。
・子育ての情報が入ってこない。ＰＲ
不足。
・殺人、虐待、変質者の話が多く、安
心して子育てできない。
・勤め先の理解も少なく、なかなか産
休・育休が取れない。
・非正規社員の方にも育児休暇を設
けるなど、企業が出産や子育てに理
解してくれる世の中にして欲しい。
・ひとり親家庭の子供への支援制度
の充実が必要。
・現状について話を聞くと、今すぐに
子どもが欲しいとは思えない。もっと
子育てサポートの充実を。
・子育て支援をうたっている割には、
まだまだ不十分
・仕事と子育ての両立は、実家の協
力がなくては難しい。
・就業時間が不規則な職業は若年
層への求人が多く、そういった人たち
への理解ある制度が欲しい。
・子供が病気の際に休みを取りやす
い決まりが欲しい。
・小学生を安心して預けられる施設
の充実を。
・学童クラブの利用時間が短すぎ
て、送り迎えの時間が合わず勤務し
づらい。

・子育て支援の充実。- 明倫
・保育環境の整備 - 北谷
・子育て　地域としての見守り活動 -
西郷
・子育て支援。地域の受け皿を作る
- 上灘
・出産・子育てしやすい環境。 - 上
灘
・子育ての支援・充実。地域の連携
で子育てを支えよう - 高城
・子育て支援策-小鴨
・子育ての支援/地域が一緒に子供
を育てる　-小鴨
・子育て・育児に専念できる　-社

・子育て世代の夫婦へのサポートが
出生率に影響するのではないか。
・子育てママにとって経済的支援も
大事であるが、子育てママが時間的
ゆとりを持てるようサポートできる方
法は考えられないか。例えば、子育
て支援センターでは短時間の預かり
をしているが、予約が必要である。
予約なしでも1～2時間子供を預ける
事ができれば、急な予定に対応しや
すく、息抜きもできると思う。

子ども家庭課 ファミリー・サポート・センターや地域の
自主的な子育てサークル活動への支
援、民生委員・児童委員などによる児童
福祉活動など、身近な地域で助けあい
の精神に基づいた相談や情報提供、育
児援助などの自主的な地域活動を促進
するとともに、地域の活動を支える人材
の育成や機関の連携を図る。
　また、子育ての問題を地域の課題とし
て住民が共有し、地域全体で子どもを育
てる意識のもとで地域の子育てネット
ワークの構築を図る。
子育てネットワークの構築/ 子育てに関
する団体などへの助成

する H27～H31 - 継続 子育て世
帯

ファミリー・サポート・セン
ター
提供会員及び依頼会員数
50人

ファミリー・サポート・セン
ター
提供会員及び依頼会員数
100人

7 ひとづ
くり

・元気な高齢者に地域の
子育ての担い手になって
もらう事業
（（案）イクじぃ＆イクばぁ
活躍事業）

・安心して子供を預けて働ける環境
づくりを
・ひとり親家庭でも子育てしやすい環
境整備として、低廉な住宅、預かり
保育などの充実を。
・家庭、地域で子育て出来る環境づ
くりを
・女性管理職では子育て出来ない。
・保育は自力、地域でやってきた。

・両親が病気になった時、子どもを預
けるところがなく、困ったことがある。
・仕事と子育ての両立は本当に、実
家の協力がなくては難しい。
・数時間でも子供をあんしんして預
かってくれる施設など充実していた
ら、近くに両親や頼れる人がいない
家庭でも安心して子育てできる。
・親族以外で助けていただけるよう
になると子育てがしやすく母親にも
気持ちの余裕ができ、やさしい気持
ちで子どもと向き合えると思う。
・天候が良い時でも不審者への不安
から、のびのびと遊ばせてやれるこ
とが少なく、地域で守ってやれる体
制が必要だと感じる。

・保育環境の整備 - 北谷
・子育て　地域としての見守り活動/
施設環境の整備 - 西郷
・高齢者の活躍　子供の見守り→生
きがい - 成徳
・高齢者が手伝う。母親の支援/ 子
育てのしやすさ - 関金
・地元のマンパワーをボランティアで
活用（特にご年配） - 関金
・出産・子育てしやすい環境。 - 上
灘
・高齢者が子守（60～70代）→集ま
れる場所、責任は誰？- 高城

・一人親の場合、単発的に子どもを
見てもらいたいというニーズがあり、
東京都ではベビーシッターを派遣す
るなどの制度がある。
・ 年配の方に保育を頼む際、保育知
識が古いため、不安を感じることが
あることから、最新の保育知識を学
んでもらう場を設けることで、安心し
て保育を頼める環境が整備できる。
・年配の方から倉吉の文化や歴史な
どたくさんのことなど、教わることが
たくさんある。

子ども家庭課 元気で過ごされている高齢者が多い倉
吉。マンパワーとして、また新たな活躍
の場として、「地域で行う子育て」に参加
してもらい生き生きと暮らしていただける
よう、ボランティア団体や地域団体との
連帯・協力のもと、機会の提供、世代間
による育児に対する価値観のミスマッチ
を解消する高齢者の方々への勉強会な
ども開催。
人材育成/ 活躍の場の提供/ 人材と活
躍の場のマッチング
ファミサポ、シルバー人材センターの強
化

する H29～H31 900 新規 子育て世
帯

イクじぃ＆イクばぁ会員募集
会員認定件数　0件
研修会の実施　0件

イクじぃ＆イクばぁ会員募集
会員認定件数　130件
研修会の実施　39回

県事業　孫育
てマイスター
との連携

8 ひとづ
くり

・ベビー用品活用（レンタ
ル＆リユース・リサイク
ル）事業

・ベビー用品のレンタルなどのサー
ビスがあるが、かなり割高な状況。
もっと利用しやすい金額でサービス
をして欲しい。

・子育てに当たり、お金をかけずにで
きる支援もあると思う。困った状態に
なってからの支援ではなく、その前
に支援の手を差し伸べることが必要
である。

子ども家庭課 小さいお子さんはあっという間に大きく
なっていく。ベビー用品のサイズが変
わっていくスピードも速い。ものによって
は子育て用品の試用期間はとても短く、
購入すると高くつきすぎる。これらのニー
ズをとらえた、レンタル＆リユース・リサ
イクルを行う。品質やきれいさ、清潔さに
関しては一定基準を設ける。基準値に
合格したものはベビー用品バンク（仮）な
どに保管し、利用希望者に情報を公開
（ＳＮＳ，ＨＰ、保育所にポスター、市報な
ど）

する H29～H31 300 新規 子育て世
帯

ベビー用品バンク（仮）-未
設置

ベビー用品バンク（仮）の設
置

民間企業が
あることから、
需要調査が
必要である。

9 ひとづ
くり

 ・第３子以降の保育料無
償化事業

・安心して子供を預けて働ける環境
づくり
・育児施設(公共保育所)
・保育料を無料にする。
・保育料が高く、倉吉から移住する
人が多い。
・第2、第3子以降の祝い金が必要。
・若者に対し、保育料の軽減、未入
所児への何らかの助成について考
慮を。
・年収による保育料の比率の方をも
う少し考えてほしい。

・第3子以降の出産祝い金を増やし
て欲しい。
・出産に対する経済的な支援が欲し
い
・保育料が高く、負担が大きいと子
育ての不安にもつながる。
・経済的な行政支援の充実は、県内
で統一して欲しい。
・県などでは第3子が生まれても上
の子が高校を卒業してしまうと該当
しないなど、納得いかない点があ
る。
・仕事と子育ての両立は本当に難し
く、もっと子育て世代に支援金を。
・児童手当を手厚くして欲しい。

・子育て支援の充実。子供を増やし
たいという決意を共有する- 明倫
・３人目が生まれると税金を安くする
(300万円の支援) - 北谷
・保育園の無償化（第２子以降） -
西郷
・安い保育料 - 西郷
・子育てへの金銭的支援 - 関金
・保育の無料化 - 上灘
・子育て支援として保育料の見直し
- 上灘
・子供の手当を充実させる。 - 上灘
・子育ての支援・充実、保育料の全
無料化。若者の定着 - 高城

・子育て世代の夫婦へのサポートが
出生率に影響するのではないか
・倉吉は保育所が多く、待機児童が
いない。また、保育所は地域にあっ
てこそのもので、遠くになればなるほ
ど、親の負担は増える。このような条
件が満たされていると、親として非常
に心強い。

が、ＰＴＡ活動などを通じると、そのこ
とを理解していない保護者が少なく
ない。第３子以降の子育てサービス
を第２子までと差をつけるなどしては
どうか。むしろ、第２子までのサービ
スの質を落とし、第３子以降を手厚く
してはどうか。

よう、県と協議を進めているところ。
高齢者と子供への費用を比べると、
高齢者の方が断然多いのが実態で
あり、子育て世代への手当は拡充し
ていくべきであると思うが、自治体だ
けで費用を負担することは難しく、国
策としてもっと取り組んでいくべきで
あると考える。

・ 収入の面で第２子、第３子は作り
にくい。

・教育費については、中学生までは
全て無料とし、保育費は無料とする。
安心した子育て支援制度とする。

子ども家庭課 第３子以降の幼稚園や保育所の料金を
無償化することで、子育て世代の出産及
び子育てへの不安を緩和し、安心して出
産に向かっていただくことで、市内の人
口増加に資するもの。
また、第２子への支援拡大についても検
討を行う。

する H27～H31 300,000 継続 未就学児
のいる世
帯

待機児童0人の継続
第３子以降の保育料無償化
検討

待機児童0人の継続
第３子以降の保育料無償化
第２子への支援拡大

1



総合戦略掲載施策関係意見集約表 （資料２）

項目
No.

基本方
針

戦略を構成する施策
※◆印は骨子記載の主
要な施策の柱。中点印は
骨子記載のもの。赤字は
市民提案等によるもの。

市民意識調査結果 子育てアンケート結果 市民対話集会意見 ←対話集会での市長コメント 部会の関連意見 青年団体提案 ←青年団体提案に対する市長コメン
ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

10 ひとづ
くり

 ・病児・病後児に加え市
内民間保育園と連携した
夜間保育検討事業

・安心して子供を預けて働ける環境
づくり
・育児施設(公共保育所)の拡充
・若者に対し、保育料の軽減、未入
所児への何らかの助成について考
慮を。

・時間単位での保育や、夕方以降、
夜間も保育園に手軽に預けられる
環境が整うとと安心して暮らせる。
・土日も保育して欲しい。
・お昼でも受診できるように病院は交
替で休んで欲しい。
・病児保育や病後児保育を増やして
欲しい。
・土日の保育サービスが整っていな
いので、サービス業以外の職種を探
さないといけない。
・子供が病気の時に預かってくれる
人がいなくて困っている。

・子育て支援の充実。- 明倫
・子育て支援。病院・保育所等の拡
充整備 - 上灘
・出産・子育てしやすい環境。 - 上
灘

・子育てママにとって経済的支援も
大事であるが、子育てママが時間的
ゆとりを持てるようサポートできる方
法は考えられないか。例えば、子育
て支援センターでは短時間の預かり
をしているが、予約が必要である。
予約なしでも1～2時間子供を預ける
事ができれば、急な予定に対応しや
すく、息抜きもできると思う。

・囲舎でも、病児・病後児保育、夜間
保育が必要

子ども家庭課 ニーズ把握を含め、モデル的に夜間保
育サービスを提供するための検討を行
う。

する H29～H31 50 新規 子育て世
帯

夜間保育のニーズ把握 ニーズに応じた夜間保育の
実施

事業実施前
にニーズ把握
が必要

11 ひとづ
くり

・高校生までを対象とした
特別医療費助成事業

・高校卒業までの経済支援が必要。 ・老人よりも子どものことを一番に考
えてインフルエンザなどの予防接種
に対し、もっと補助を欲しい。
・子育てにあたり医療費や教育費等
どうしてもお金がかかってしまうので
支援してほしい。
・子どもの医療費を無料にして欲し
い。
・医療費を小学生まで無料にしてほ
しい。（以前住んでいたところではそ
うだった）
・子育ては、中学までで終わりでは
ないので、その後も金銭面での支援
が欲しい。
・15歳までしか手当てがないので困

・子育て支援の充実。今までの施策
を更なる充実/- 明倫
・子育て支援。 /医療の無料化（0才
～高校生） - 上灘
・子育ての支援・充実 - 高城

・子育て世代の夫婦へのサポートが
出生率に影響するのではないか

・医療費は0歳～中学生までは原則
無料とする。高校生については特別
医療費助成となるようにする。

医療保険課 県と連携し、これまで中学生まで対象と
していた特別医療費助成を、H28年度か
ら対象を高校生まで引き上げる。

する H28～H31 1,238,944 拡充 18歳に達
する日以
後の最初
の3月31
日までの
間にある
者

16歳以上の受給資格者数

H26年度時点：0人

16歳以上の受給資格者数

H31年度時点見込：1,500人

12 ひとづ
くり

・ショッピングセンター内
に雨天でも子育て世代が
集える遊戯スペース整備
事業

・若い人や子供たちが遊べる娯楽施
設が全く整っていない。
・未来中心の遊具が人で溢れてお
り、使用できないことが多い。
・子どもとふれ合い遊ぶ場所として、
芝が広がり遊具のある場所を作って
もらいたい
・小学生が土日・雨の日に遊ぶとこ
ろがない。
・倉吉駅を中心にイオン等、家族で
遊べる場所が欲しい。
・子どもがのびのび遊べる場所を
作ってほしい。

・土日・雨天でも子供が喜び、安心し
て遊べる屋内施設や屋根付き公園
を作って欲しい。
・公園の遊具を増やして欲しい。
・遊べる公園が少なく、草が伸び放
題など管理も悪いので改善して欲し
い。

・子育て支援の充実　- 明倫
・子供遊び場を - 西郷

・ 大きな子どもと小さな子供を連れ
て外出する時、行けるところが限ら
れてしまうため、例えば、自然に囲ま
れた環境で、動き回れるような広い
スペースの図書館等があると魅力的
だと思う。
・ 子育て環境として、とても良い「○
○の施設がある」ということは、移住
者を呼び込むいいPRになる。

総合政策課 事業内容概要 - パープルタウンの 3 階
を子ども向けの遊戯スペースとして大規
模に改修するともに、子ども専用ポイン
トカードを制作。
遊戯スペースの改修/ ポイントカード導
入のシステム構築
⇒経済産業省補助金を活用し、市から
の補助支援は予定していない。そのた
め戦略掲載による交付金は使用しな
い。

しない Ｈ27～Ｈ
31

未定 新規 倉吉市山
根エリア
街づくり
まち協議
会

パープル
タウン株
式会社

遊戯スペース利用者数　0
人
ポイントカード利用者数　0
人

遊戯スペース利用者数
ポイントカード利用者数

中心市街地
活性化基本
計画掲載
経済産業省
の補助金を活
用予定

13 ひとづ
くり

◆出会いの機会を強化
し、子どもを持つ喜びを感
じられる取り組みを推進

・結婚されていない方が多くなりまし
た。人口減少はここにあると思いま
す。
・異性と出会いがない。40～50代の
男性でお嫁さんが欲しい人が周りに
沢山おられます。女性は晩婚化が進
むと子供が欲しくても産めなくなって
しまいます。

・我々の業界の中でも、市の幹部の
方に、人口減少時代における結婚、
子育てについて10年前くらいに話を
したが、取り合ってもらえなかった。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

14 ひとづ
くり

・マッチングと結婚観・家
庭観を押し広げるライフ
サポーター養成・設置事
業

・出会いが無い。 ・再婚（お見合いやまちコン）できる
環境を増やしてほしい。情報が入っ
てこない。宣伝不足、アピール不足。
・婚活パーティーで町おこしとの活性
化。
・毎日仕事に追われて、帰っても安
らげない。子どもも欲しいがあきらめ
ている。ストレスも多くあまり考えら
れない。

・仲人の市公認制度（おせっかいさ
ん） - 明倫
・婚活の促進！（独身を集めて話し
をしないと意味がない。） - 西郷
・結婚、婚活の推進 - 高城
・仲人制度 - 上灘
・集落ごとに毎年1組結婚させる取組
を。
・ひっつけおばさん―上小鴨
・未婚、晩婚化の解決－上井
・男女の出会い結婚、出産-上井
・結婚/行政が強制結婚（見合い）さ
せては-上井
・結婚（お節介や）、お見合いの復活
-小鴨

・不妊治療を行う女性が増えてきて
いるが、その前に子供を作ろうと思っ
てもらうことも大切だろう。
・晩婚化には、働く女性のライフスタ
イルの多様化があると思う。この思
いが、「家庭を持つこともいいかも」
に変われば、結婚につながっていく
のではないか。
・私自身は、はやく結婚した時のメ
リットを考えて、結婚を決めた。（例え
ば、授業参観時には若い父親とし
て、参加したい。成人式時には、何
歳になっている等。）このような、人
生設計の具体的イメージを学べる場
があっても良いのではないか。
・ 「子どもを持つ喜びを感じられる」と
いうフレーズは、とても良いと思う。
子育ては大変だが、育ててみるとい
つの間にかそれが生きがいとなって
いる。これをまだ子どもを持たない世
代に伝えていければ・・・。
・ 「子どもを持つ喜び」について、人
生観を強要するわけではないが、周
知していくことは大いに共感してい
る。同時に、女性の出産や子育てが
いかに大変で責任のあることなのか
も伝える必要があると思う。

地域づくり支援
課

多くの独身男女が結婚して家庭を持ち、
子供を産み育てたいという気持ちを醸成
するため、結婚のきっかけとなる出会い
の場や情報提供の充実を図る。
・おせっかいさん(仲人）活動支援
・結婚、子育てに関する講演会
情報提供/ 出会いの場の創出

する Ｈ27～Ｈ
31

5,000 新規 未婚の
人、お
せっかい
さん

おせっかいさんによる成婚
0件

おせっかいさんによる成婚
20件

県事業の動
向などを注視
しながら事業
化について検
討する。ま
た、中部定住
自立圏による
取組について
も併せて検討
を進める。

15 ひとづ
くり

・広域的な結婚活動及び
婚活パーティー支援事業

・鳥取市の様に町コンを行うなども
行ってもらいたい。
・婚活支援

・再婚（お見合いやまちコン）できる
環境を増やしてほしい。情報が入っ
てこない。宣伝不足、アピール不足。
・女性は仕事をやめずに出産し、子
育てとなると難しい所があります。保
育所はありますが、会社がまだ子育
てに理解のない会社が多く、仕事を
やめざることとなっています。よって
仕事がきちんとできて、金銭的に余
裕ができる、３０代に出産となりま
す。もう少し企業のサポートが欲しい
ところなので、その企業と行政が連
携してサポートしてほしいです。

・婚活事業に対する助成。情報発
信・収集/旅行業法がネック - 北谷
・婚活の促進！（独身を集めて話し
をしないと意味がない。） - 上北条
・農大生と短大・看護大が合コン -
関金
・「結婚」にしばらず、出会いの場を
多く作り前向きになってもらう。男女
の出会いの場として、各地域でもっと
多くイベントを/ 若い人の出会い/青
年団の復活 - 高城
・結婚・子育て支援、出会いの場づく
り-社
・出会いに機会をつくる　-上小鴨
・未婚、晩婚化の解決－上井
・若者が集まれる場所/男女の出会
い、結婚-上井
・婚活パーティーの費用を行政が負
担-上井

・結婚する、お世話をする人が少な
い。

地域づくり支援
課

鳥取県中部定住自立圏域で各市町が
実施している婚活の取組を集約し、ス
ケールメリットを生かした活動を推進す
るもの。

する Ｈ27～Ｈ
31

9,436 新規 独身者
（不問）

なし カップル成立数
参加者の5割

H26倉吉市
16人/40人

16 ひとづ
くり

・サークル活動による仲
間づくり推進事業

・人間関係の充実-小鴨
・青年団の復活 - 高城

・地域の跡継ぎの男性が、結婚せず
に地元に留まっている。出会いの場
というより、友達とのふれあいの場な
どを広げていけば良いのでは。
・行政が交流の場を設けて、参加し
てほしいと思う人は、総じて出てこな
いものである。このような人に参加し
てもらうには、口コミや人伝いで広ま
る場を提供する必要があるのでは。

・若い人たちが集まれる場として、夜
や土日に教室を開催する。学び（趣
味、スポーツ、農業研修等）の場を
作る。断続した場の方が婚活にも結
び付きやすいように考えます。会場
利用に補助があると助かります。

地域づくり支援
課

 「婚活」という言葉にどうしても抵抗感が
ある方が多い。結婚の前に、横のつな
がりの希薄さを「仲間」づくり＝サークル
活動により持つように働きかける。趣味
や嗜好が似ているという切り口からの関
係作りなので、自然に距離も近くなるこ
とが狙い。

しない 生涯学習事
業、民間の事
業で対応され
たい。

17 ひとづ
くり

・出会い力・女子力・男子
力アップスクール事業

・若者の交流事業。 ・男子力・女子力UP - 明倫 ・ 北栄町では女性力を磨き、結婚へ
の意識を上げていく取組をしている。
これに負けずに、倉吉市、中部全体
に広がればと思う。

地域づくり支援
課

従来の婚活支援は出会いの場の提供
がメーンだったが、セ成婚率を高めるた
め、会話力など人材育成が重点に恋
愛・結婚心理カウンセラーなどの専門家
を講師に、講義やグループワークで、異
性の心理理解や会話・交際力の向上を
図る。
講師の確保/ ＰＲ

する Ｈ27～Ｈ
31

2,500 新規 独身者
（不問）

なし カップル成立
参加者の5割

H26倉吉市
16人/40人

18 ひとづ
くり

◆移住希望者へ魅力を
伝え、あたたかく迎え入れ
る体制を推進

・才能あるセンスのある人がＵター
ン・Ｉターンする街にして下さい！ とが効果的だと考えているか。 誘致、移住定住などに取組んでいる

が、人にもお金にも限りがある中で、
優先順位をつけながら必要な施策を
について取組を進めている。

・人口維持の為にはやはり移民を積
極的に受け入れていく事が良いと考
えています。特に倉吉市は移民の受
け入れ風土が恐ろしく高く、すぐに溶
け込める可能性を秘めていると感じ
ています。現在様々な災害が起きて
おり、その度に仮設住宅に住む人が
増えています。被害者の方を積極的
に受け入れるとよいのではないで
しょうか。又、都内には東京を出た
がっている人も多く、かなりのポテン
シャルを秘めていると感じています。
例えばWEB系の企業などは立地を
問題にしない場合が多く、逆に維持
費を抑えられる場所に移転するケー
スもあると聞きます。値ネット上で事
業が成立するので従来の地方が不
利という考えには当てはまりにくいと
も考えています。もしかすると雇用も
生み出せるかもしれません。
・よそ者、若者の力
・都会に出ていた若者が高齢者に
なった時に帰って来るには住宅が必
要です。空家対策と共に人口増加が
期待できるとなれば住居移動は考え
るべき事である。
・倉吉出身の経営者をUターンしても
らい企業の拠点を倉吉に引っ越しす

地域づくり支援
課

移住者が移住者を呼込むための移住ア
ドバイザーの設置と情報発信の強化。

する Ｈ27～Ｈ
31

60,000 新規 移住者
定住者

移住者数　100人/年 移住者数　800人（200人/
年）

1,000人/5年

2



総合戦略掲載施策関係意見集約表 （資料２）

項目
No.

基本方
針

戦略を構成する施策
※◆印は骨子記載の主
要な施策の柱。中点印は
骨子記載のもの。赤字は
市民提案等によるもの。

市民意識調査結果 子育てアンケート結果 市民対話集会意見 ←対話集会での市長コメント 部会の関連意見 青年団体提案 ←青年団体提案に対する市長コメン
ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

19 ひとづ
くり

・若者に優遇税制事業 ・倉吉は土地も税も高いので、永住
しようとは思えない。

・若者に優遇税制を　- 上灘
・出産・子育てしやすい環境。税金 -
上灘
・若者が倉吉に定住出来る様にして
ほしい。子育て世代の負担軽減、税
金が高い。おもいきった税金対策 -
高城

・ 子育て世代の夫婦へのサポートが
出生率に影響するのではないか。

税務課 多くの若者の所得は低く、それが結婚・
子供を持つハードルにもなっている。そ
こをサポートすることによって、移住・定
住、結婚、子供をつくってもらえる土台づ
くりにするため、移住者や若者への優遇
制度として、倉吉市若者定住新築住宅
の固定資産税減免条例（平成19年3月
条例第7号）に基づき実施している固定
資産税の減免について、対象年齢等の
拡充について検討を行う。

する ～Ｈ28 0 拡充 戸建て住
宅建築及
び購入
者、新築
分譲マン
ション購
入者

減免件数 減免件数 事業費欄に
記載は無い
が、拡充によ
り歳入の減少
が伴う。
対象年齢：35
歳以下
減免期間：3
年間
減免額：地方
税法附則に
定める軽減相
当額

20 ひとづ
くり

・窓口の移住相談員・地
域内の移住コーディネー
ター配置事業

・地域外より転入定住支援を ・相談体制の充実 - 明倫
・空き家対策。移住プラン活用。 -
北谷
・集落支援員 - 北谷
・移民の奨励 - 西郷
・移住者をあたたかく迎え入れる。集
落支援員を増やす - 関金

・人口維持のためにはやはり移民を
積極的に受け入れていくのが良い
の考えています。特に倉吉市は移民
の受入風土は恐ろしく高く、すぐに溶
け込める可能性を秘めていると感じ
ています。現在、様々な災害が起き
ており、東京を出たがっている人も
多く、かなりのポテンシャルを秘めて
いると感じています。

地域づくり支援
課

県主催の就職相談会への参加、倉吉市
関西事務所や財団法人ふるさと鳥取定
住機構等との連携、市内企業の求人情
報の提供充実などにより、IJUターンの
受け入れ態勢を強化。また、各地域に
精通したコーディネーターの配置により
移住後も継続的に相談などサポートを
受けやすい体制づくりを図る。「IJUカ
フェ」など団体とも連携を取り、移住者が
に気軽に話せて繋がれる場所の提供も
促進。
移住相談員・移住コーディネーターの配
置/ 人材育成としての研修会など開催

する H27～H31 19,000 継続 移住・定
住希望者

大阪10回 大阪12回・東京6回 東京3人
150

21 ひとづ
くり

・孫ターン、定年後Ｕター
ンの促進事業
（案）くらよし、観てよし！
味わってよし！暮らしてよ
し！推進事業

・50～60代の世代で倉吉に帰ってき
たい気持ちはあるものの、配偶者と
共に配偶者の出身地や別の町に住
んでいて、自身の気持ちだけでは倉
吉に帰ってくる選択肢を選ぶに至り
にくい。- 明倫
・孫ターンで帰ってきてほしい。 -　明
倫
・ 帰ってくる。キャリア教育/ 親の教
育/ 高校生への教育 - 上灘
・子をつれて帰ってくる（同居が可）
-小鴨

たＰＲとして、また兵庫県相生市で
は、子育て支援のＰＲとして、テレビ
ＣＭをたくさん流しているが、倉吉市
でも同じようにＰＲすることはできな
いか。

しいが、県とも話し合いながら検討し
ていきたい。また、相生市のＣＭにつ
いても勉強してみたい。

・山陽、上方方面から事情のある
方々が倉吉を目指し定住し、平穏な
暮らしをしたと聞いた。海あり、川あ
り、山あり。動植物も豊かで生活する
には最適の地である。定年退職の
60代を呼びこみ、次につなげていっ
てほしいと思う。

地域づくり支援
課

市内在住高齢者の市外在住の子及び
孫世代をターゲットとしたIターンＰＲを行
い、孫世代のIターンによる移住者の増
加を狙う。

する ※20に含
む

- - - - -

22 ひとづ
くり

・田舎暮らし体験ツアー・
お試し住宅設置事業

・ 地域外より転入定住支援
・ 倉吉市の自然や環境を全国にア
ピールしどんどん来てもらえるように
したい。

・市が個人住宅を建て２０年返済
後、取得できるよう、永住をが条件と
して売り出す。移住総合窓口の設置
- 明倫
・農業・自然体験ツアー - 北谷
・菜園付住宅（空き家や有休農地）。
農林業を支援する方の移住を支援
。空き家対策。移住プラン活用。農
業を目的とした移住/おためし住宅 -
北谷
・農山村の風景を守りたい！/空家
をリフォームして住んでもらい地区を
盛り上げる。‐ 上北条
・移住・定住の推進。空家の活用 -
関金
・農業を始めたい人/体験/空き家確
保/農業&自然をPR - 関金

・「体験型旅行誘致協議会」では、教
育旅行に関してさらに絞り込んで
ターゲット、人数規模などを出してい
く必要があると考えている。

ことが効果的だと考えているか。 外国人観光局の誘客などをいかに
伸ばすかということが大事だと考え
ている。

地域づくり支援
課

高齢化・農業後継者不在による耕作放
棄地の拡大、空き家の問題等の課題を
抱えている地区で、これらの課題を解消
するために、住民と行政の連携にて「お
試し住宅」「田舎暮らし体験」を運営。滞
在中に農作業を手伝ったり、農家に弟
子入りしたり。「IJUターン」を促進。
体験ツアーの充実/ お試し住宅の整備/
PR

する ※20に含
む

- - - - -

23 ひとづ
くり

・市有地分譲・売却促進
事業

・移住対策として空家空地の有効利
用に対する補助金の確保。
・小規模の市営住宅を用意できれ
ば、それぞれの地域から人口が流
出しなくなるのではないか。
・旧市街地の空き地や老朽化の激し
い建物を取り壊し、宅地やアパート
にしてはどうか。
・土地が市内に無いので困っている
人を見かける。
・住民リフォーム、エコポイントの倉
吉独自の制度を設けてはどうか。
・古い住宅地である明倫地区には住
民人口の多さに対し、公的投資が少
なすぎる。

・市が個人住宅を建て２０年返済
後、取得できるよう、永住をが条件と
して売り出す。- 明倫
・町の区切り（区分け）を若者世代向
けにアレンジをする。住宅整備の補
助、サポート/住宅現状の把握- 明
倫
・遊休地を住宅地として利用 - 西郷
・遊休地の利用。宅地育成（住むとこ
ろ）- 上北条

地域づくり支援
課
財政課
建築住宅課

遊休私有地を宅地分譲として安価に提
供できる取組を検討。

する Ｈ27～Ｈ
31

不明 新規 移住者
定住者

なし 遊休私有地宅地分譲成約
件数　8件（2件/年）

24 ひとづ
くり

・空き家ストック活用促進
事業

・移住対策として空家空地の有効利
用に対する補助金の確保。
・空家の入居支援
・空家や空き店舗が多くみられます
が空家バンク制度の利用は少ない
のでしょうか。
・空き屋が多いので取り壊さずに内
部リフォームの上、文化借用資材と
して利用料を取り、市の収入を潤す
ようなことはできないのか？
・中心市街地において空き家が虫食
い状態で、かつ広がりを見せてい
る。公的な投資として土地を集約し
活用できないだろうか。
・旧市街地に住みたくても住めない、
併せて新居の場合、準防災地区とい
う条件で割高な予算制限が多々あ
り、諦めて他町村へという例もよく聞
きます。何らかの補助・支援があれ
ば空家・空地の解消、人口増になる
のではと思います。

・住宅現状の把握- 明倫
・菜園付住宅（空き家や有休農地）。
空家利用の改善・契約に至りにく
い。 - 北谷
・空家をリフォームして住んでもらう。
空家情報・空家そのものの提供/空
家改修の支援/１年目の空き家入居
無料化。- 上北条
・空家利用。 - 成徳
・空家の確保・活用など提供する体
制構築/ 安い一戸建てを提供する -
関金
・空家の活用→リフォームの相談/
空家情報を発信、希望者の管理 -
高城
・町の区切り（区分け）を若者世代向
けにアレンジをする（空き家対策）/
空家バンクへの加情報収集や口き
きをサポート/住宅リノベーション、魅
力発信/住宅整備の補助、サポー
ト、加入そうながす、住宅現状の把
握　-明倫
・空家は倉吉の財産/活用を工夫す
る-小鴨

・ 「農地・ブランド化・空き家・再生エ
ネルギー」をキーワードとして、活動
を進めている。「農地」については、
耕作放棄地を飲食店などのニーズ
に合わせた活用をすすめている。
「ブランド化」については、倉吉の食
（農産物）などの6次産業化に力を入
れる。「空き家」については、地域活
動の拠点として新たな役割を見出し
ている。「再生エネルギー」について
は、地域規模に合った無駄の少ない
循環型のエネルギー利用を考えて
いる。

民家・空き家の活用などと併せて研
究していきたい。

地域づくり支援
課
商工課
建築住宅課

事業内容概要 - 「くらよし空き家バンク」
を活用し、倉吉市における空き家の有効
活用及び定住促進による集落の活性化
を図る。
 「くらよし空き家バンク」の登録情報増進
/ PR強化

する Ｈ27～Ｈ
31

- 拡充 移住者
定住者

空き家バンク登録件数
空き家バンク成約件数　15
件

空き家バンク登録件数
空き家バンク成約件数　20
件

25 ひとづ
くり

・空き家を学生向けに活
用する事業

・シェアハウス- 明倫
・空き家を看護学生へ提供 - 上北
条

総合政策課
地域づくり支援
課

シェアハウス、テラスハウスや寮として
使用することによって空き家を活用す
る。新たな価値を空き家に見出す。

する Ｈ27～Ｈ
31

5,000 新規 学生 シェアハウス、テラスハウス
等の整備　0件

シェアハウス、テラスハウス
等の整備　1件

26 ひとづ
くり

・倉吉在住外国人との交
流事業（（案）ここがいい
んだよ倉吉人！倉吉！）

・在住外国人の活用。よそ者視点で
倉吉の良いところを指摘してもらい、
地域の良さを再発見する。- 成徳
・多様な人たちを受け入れる - 上灘

地域づくり支援
課
観光交流課

文化交流、若者世代の価値観を広げ
る、賑わい、農業労働力増、国際交流

しない - - - - - - 国際理解講
座で既に実施

27 ひとづ
くり

・移住者による倉吉市の
紹介事業

・外とのパイプがある人を市が雇う
－明倫

・一昨年倉吉に移住・定住者が100
人。そのうち約7割が20代から40代
の方。リタイアして来られる方ももち
ろんあるが、実際には若い世代の移
住も多い。

・よそ者、若者の力
・山陽、上方方面から倉吉に移住
し、平穏な暮らしをしたと聞いた。自
然豊かで生活するには最適の地。
定年退職の60代を呼びこみ、次につ
なげていってほしい。

地域づくり支援
課

移住者が自分の知り合い(友達、前の会
社の同僚など)に倉吉での移住生活を紹
介する活動を支援。

する ※20に含
む

- - - - -

28 ひとづ
くり

・ふるさと納税者へのU・I
ターンお薦め事業

・ふるさと納税を重点的に取り組ん
で、目的に合わせた財源確保してゆ
くべき。高いビジョンを持てばアイデ
アも豊富にでて、ふるさと納税にも期
待が持てます。

・ふるさと納税者にPRをしてもらう/
首都圏アンテナショップ　－北谷
・ふるさと納税－明倫

・ふるさと納税/県外に出た人が倉吉
にどう貢献してくれるかも考える必要
がある。
・「倉吉ふるさと市民」はふるさと納税
を、倉吉市住民になれば優遇税制を
/高齢者があんしんして暮らせる社
会づくり
・都会に住む倉吉ふるさと市民として
ふるさと納税を行い倉吉の税収を支
える。

総合政策課
地域づくり支援
課

ふるさと納税者のうち希望者を「倉吉ふ
るさと市民」として認定し、情報発信や優
遇制度をＰＲし、IJUターンを促す。

する ※20に含
む

- - - - -

29 ひとづ
くり

・集落の暮らし・共働ハン
ドブック作成事業

・相談体制の充実 - 明倫
・移住プラン活用。 - 北谷
・移民の奨励 - 西郷
・多様な人たちを受け入れる - 上灘
・移住者をあたたかく迎え入れる。 -
関金

地域づくり支援
課

地域コミュニティ組織の紹介、年中活動
の説明、助け合い活動の説明などの情
報を線を先輩移住者から田舎暮らしの
極意の提供など
共働ハンドブック作成

する ※20に含
む

- - - - -

30 ひとづ
くり

◆子どもたちがどこに
行っても自慢したくなる、
倉吉の愛着と誇りづくりを
推進

・これからの倉吉を支えてくれる子供
達が住みやすい町づくり。
・子供にスポーツと勉強のよい環境
作りを希望します。
・大学進学等で県外に出ても、又倉
吉に帰ってきたいと思える様な魅力
ある場所にしないとせっかくお金(税
金)をかけて優秀な人材を育てても
県外に住んでしまう様では勿体ない
と思います。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
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総合戦略掲載施策関係意見集約表 （資料２）

項目
No.

基本方
針

戦略を構成する施策
※◆印は骨子記載の主
要な施策の柱。中点印は
骨子記載のもの。赤字は
市民提案等によるもの。

市民意識調査結果 子育てアンケート結果 市民対話集会意見 ←対話集会での市長コメント 部会の関連意見 青年団体提案 ←青年団体提案に対する市長コメン
ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

31 ひとづ
くり

・地域との共催による、
「倉吉大好き！ふるさと学
習」創造事業

・古くから伝わる祭りや行事等を絶
やさないよう倉吉独特な伝統を活性
化につなげていければいいと思う。
・教育の充実を図る。とっても重要だ
と思います。暗記型授業だけでなく
しっかりと物事を考え発信できる力を
つける事(アウトプット)強化！倉吉市
の文化を守る事。
・人口増の為の施設は必要と思う
が、ここで育った子供たちが大人に
なってこの地域に愛着持って「Ｕター
ンする」「たびたび帰省する」「ふるさ
と納税」などをする為には、子供時
代にこの地域の自然の中でたっぷり
遊ぶ事が必要と思う。そのための施
設がもっと必要ではないだろうか(例
えば吹打山、外道山、向山、大平山
などの遊歩道の整備など)ディズ
ニー、ＵＳＪなどの人工的な遊び場よ
りも山川海での遊び方を知らせた
い。

・子どもを育てやすい場所だと思い
ます
・全体的に子供に対し寛容さがなく
なってきているように思います。うる
さいだの言われる事が必要以上に
多くある様に思います。その辺りの
方が子供の育てやすさには関係が
あるのでは。
・保育の中でも、体験や学習をもっと
取り入れて欲しい。例えば季節の行
事や外国の方とのふれあい、小学
校入学までの読み書き、計算など。
小中学校では、少人数での学習環
境（理解、習熟度別）があると良い。
隠岐の島（島根県）の、島前高校の
ような、将来地元で暮らし、恩返しし
たいと思えるような地域と学校があ
るといいなと思う。
・近くに海、山、谷、川があり、とても
恵まれた環境だ。このような環境は
なかなかないと思うから、この自然を
生かした遊び方や楽しみ方が親から
子へ、子から孫へ伝えていけたら素
晴らしいと感じる。

・若い世代（中・高生）に「倉吉」につ
いて考える機会を増やす。資料作成
や魅力づくり - 明倫
・自然とのふれあい/ 小中学校で地
元のすばらしさを学ぶ - 関金
・倉吉の良さを経験する子供たち -
上灘
・倉吉のいいところを子どもの頃から
話していく。親も愉しむこと。 - 上灘
・帰ってくる。キャリア教育/ 親の教
育/ 高校生への教育 - 上灘
・上灘を県の中心にしたい。上灘に
愛着と誇りを。 - 上灘
・小鴨が倉吉市、鳥取県の中心にな
る/倉吉ならではの暮らしの作法を
つくる-小鴨
・あったかい人間関係を大切に-上
小鴨
・地域を愛する子供をつくる教育-上
小鴨
・子供/子供の教育にどうかわかる。
しかるものが必要-上井

・特に中高生に「倉吉について考え
る教育」をということで、これは今一
生懸命やっていることで、倉吉風土
記をつくったり、この骨子の中でも
「倉吉大好きふる里学習創造授業」
というのが挙がっている。「倉吉につ
いて考える教育」の内容に付合する
のではないか。全体を通して人づくり
の面で大事なポイント。 - 明倫

・家庭・地域社会・学校が三位一体と
なり、将来この地域を支える子供た
ちを教育していかなければ地域の発
展はないと言っても過言ではない。
・若い世代にUターンについて話せる
人を育てるシステムを考える必要が
あるのではないか。
・今の子供たちから教育をしっかりす
ることで、大人になったときに倉吉を
愛する人になって欲しい。
・倉吉市教育振興基本計画では、
「ふるさとへの誇りと愛着を」をテー
マにしており、小中学生のリーダーを
集めた淀屋でのリーダー会議、菜の
花プロジェクト、かぐや姫プロジェクト
を進めている。さらに、成人式を実行
委員会形式で、手作り成人式にして
いる。
・倉吉の文化や歴史など年配の人
から教わることもたくさんある。様々
な立場の人が子供たちに伝えていく
ことが大事である。
・農家民泊での体験型旅行により、
地元の子どもにも倉吉を知る機会を
持ってもらい、郷土教育につながれ

・災害がなくて安心/上北条では人
口減少が少ない/食べ物おいしい/
人が良い

・「人を育てる」ことに重点をおきたい
/子ども達に、将来の夢、こういうま
ちにしたいという思いをプレゼンして
もらう。それを 聞いた大人達が、大
人の責任を自覚する機会になる/子
どもや学生が地域について考え、広
く伝える機会を与えたい/自分の地
域を知ることか ら始める。どこに
行っても、倉吉を自慢出来るように
なってほしい。
・「くらよしの財産」は田んぼと畑、農
地を第一に守って維持していく農業
政策が必要。
・子どもや学生が地域について考
え、広く伝える機会を与えたい。一過
性のイベントではなく、継続していく
ことが大事である（市がバックアップ
してほしい）
・小学校から段階的に教育をしてい
く必要がある。小学校は、まず自分
の地域を知ることから始める。どこに
行っても、倉吉を自慢できるように
なってほしい。

生涯学習課
学校教育課

倉吉風土記の活用や生涯学習講座など
を通じて、文化・伝統・歴史・自然・人物
について学び、 ふるさとへの強い誇りと
愛着心を育む。将来、Iターンを考えても
らえるきっかけづくりを目指す。

する Ｈ28～Ｈ
31

29,705千
円
（書籍改
定料を含
まず）

拡充 小中学生 ・「倉吉が好き」と回答する
児童生徒の割合（未調査）
・倉吉に愛着と誇りを感じる
者
・地域行事参加者数
　小学生　87％
　中学生　70％
・地域や社会で起こっている
問題や出来事に関心を持っ
ている児童の数
・地域や社会をよくするため
に何をすべきか考える児童
の数
・「総合的な学習の時間」の
授業で学習したことは普段
の生活や社会に出たときに
役に立つと思う児童の数

・「倉吉が好き」と回答する
児童生徒の割合　30pt ＵＰ
・倉吉に愛着と誇りを感じる
者
・地域行事参加者数
　小学生　90％
　中学生　75％
・地域や社会で起こっている
問題や出来事に関心を持っ
ている児童の数
・地域や社会をよくするため
に何をすべきか考える児童
の数
・「総合的な学習の時間」の
授業で学習したことは普段
の生活や社会に出たときに
役に立つと思う児童の数

32 ひとづ
くり

・学校給食への地元産食
材の利用促進

・食育をしていく - 北谷 ・子供の頃から地元の食材や本物
の食材を体験する食育の機会を設
けることが人材教育として必要。

給食センター （地元食材献立づくり、栄養士と学童、
児童、生徒、保護者などによる地元食材
つくり～給食ができるまでの体験学習、
レシピ専用ホームページの運営による
学校給食ブランド化の推進 など）

する H28～H31 500 拡充 児童・生
徒

地元食材が好きと思う児
童・生徒の割合　未調査

地元食材が好きと思う児
童・生徒の割合　70%

33 ひとづ
くり

・小・中高校生、大学生に
よる倉吉ふるさと自慢発
掘・発信事業

・大学進学等で県外に出ても、又倉
吉に帰ってきたいと思える様な魅力
ある場所にしないとせっかくお金(税
金)をかけて優秀な人材を育てても
県外に住んでしまう様では勿体ない
と思います。

・中高生に「倉吉について、倉吉の
持つ課題」について考えてもらえるよ
うな機会を増やしていきたい。- 明倫
・「倉吉」が語れるひとづくり- 明倫
・地元の人も知らないような歴史が
ある。- 上北条

・海士町の学習センターで行われて
いる「夢ゼミ」を倉吉で実施したい。
目的は、認識すること、勉強の目標
とすること、自分の将来の夢につな
げること。小学生は問題を聞き、現
場を見学し、対策を考え、発表する。
中学生は問題を聞き、現場を体験
し、対策を考え、実施して、結果を発
表し、進路考察する。高校生は問題
を聞き、現場を体験し、対策を考え、
実践して、結果を発表する。子どもた
ちに、将来の夢、こういうまちにした
いという思いをプレゼントしてもらう。
それを聞いた大人たちが、大人の責
任を自覚する機会になる。

地域づくり支援
課
観光交流課
学校教育課

各学校が選ぶ倉吉の魅力ベスト10を集
約し、倉吉内在住・通学する学生を対象
に倉吉の教育機関と連携し、倉吉のこと
を知ってもらうきっかけにする。
また、倉吉市内の小・中・高校生を集め
て、ふるさと発見ワークショップを開催す
る。これを通して、ふるさとの自慢できる
ところを発掘し、整理する。さらに、整理
した情報を、ホームページ、ファイスブッ
クなどで発信する。大学生は、ワーク
ショップの運営等に参画する。

しない - - - - - - 実施の場合
は、倉吉の魅
力ベスト10の
集約等には
協力できるの
ではないかと
考えている。

34 ひとづ
くり

・日本海ケーブルネット
ワークによるふるさと自慢
アーカイブ事業

が効果的だと考えているか。

けるが、倉吉市の知名度が低すぎる
と感じる。市のインパクトが少ない。
もっと露出をして、市の知名度を上
げてはどうか。

たＰＲとして、また兵庫県相生市で
は、子育て支援のＰＲとして、テレビ
ＣＭをたくさん流しているが、倉吉市
でも同じようにＰＲすることはできな
いか。

も多いかと思うが、現時点では市
報、ＣＡＴＶ等を通じでＰＲを行ってい
るところ。様々な施策の成果を積み
上げて努力をしていきたい。市民に
対しては、その辺りを整理しながら、
情報提供を行っていきたい。

いが、県とも話し合いながら検討して
いきたい。また、相生市のＣＭにつ
いても勉強してみたい。

観光交流課 地域の魅力を市内外の方に再認識する
ためまとめた「わがまち自慢」をテーマに
した番組を作成し、市民の地元への愛
着と誇りを醸成する。
また、小・中・高校生が発掘したふるさと
自慢を、ＣＡＴＶが取材し、記録映像とし
てアーカイブする事業。ケーブルテレビ
で放映することで、ふるさと自慢をまとめ
た小・中・高校生は充実感を得ることが
できる。市民は、子供たちが発掘したふ
るさと自慢を理解し、大事にする行動を
喚起することになる。

しない 継続して検討
を進める。

35 ひとづ
くり

・自然の中で遊び学ぶ体
験型教育の拠点整備と推
進事業

・芝が広がり遊具のあるような、子ど
もとふれ合いの場所をもっと作っても
らいたい
・子供時代にこの地域の自然の中で
たっぷり遊ぶ事が必要と思う。その
ための施設がもっと必要ではないだ
ろうか(例えば吹打山、外道山、向
山、大平山などの遊歩道の整備な
ど)ディズニー、ＵＳＪなどの人工的な
遊び場よりも山川海での遊び方を知
らせたい。
・子どもがのびのび遊べる場所を
作ってほしい(公園、施設等)。いろん
な体験をさせてあげたい。
・公園の緑化と共に子供が楽しく遊
べる設備を充実して下さい。

・保育の中でも、自然体験や学習を
もっと取り入れて欲しい。例えば季節
の行事や外国の方とのふれあい、
小学校入学までの読み書き、計算な
ど。小中学校では、少人数での学習
環境（理解、習熟度別）があると良
い。隠岐の島（島根県）の、島前高校
のような、将来地元で暮らし、恩返し
したいと思えるような地域と学校があ
るといいなと思う。
・近くに海、山、谷、川があり、とても
恵まれた環境だ。この自然を生かし
た遊び方や楽しみ方が親から子へ、
子から孫へ伝えていけたら素晴らし
いと感じる。
・裸足で遊べるような環境の充実。

・農業・自然体験ツアー - 北谷
・うつぶき公園　活用できる施設/ 子
供遊び場/ - 西郷
・ 自然を活用した人の集まれる場所
＋働ける場をつくる/ 「子供が遊べる
場所」 - 上北条
・農業体験/ 遊びの質の変化
レジャー型から体験型へ - 上北条
・都会の人との交流/ 農業やウォー
キングなどの体験/ 自然とのふれあ
い - 関金

・倉吉地区の子供たちに、関金地区
に来て体験してもらいたい。地元の
子供たちが、地元を愛すること、倉吉
市の良さを知ることが大事で、倉吉
に帰ってこようとする子供たちを育て
ることになる。
・地元の子どもにも倉吉を知る機会
を持ってもらい、郷土教育につなが
ればと思う。利用者が体験費を料金
を支払うことにより、利用者と受け入
れ農家、相互に得るものがある仕組
みが良いと考えている。
・倉吉を農業のまちとするならば、
「アグリキッズスクール」や、小中学
校に「農業科目」を設置することなど
が考えられる。

・緑を活かしたまちづくり。目的は、
私たちに身近で豊かな緑の価値に
気付き、大切にする。方法は、①市
内の街路樹マップを作成し、冊子で
発行。自分の街にはこんな樹木があ
るんだと市民が緑に対する意識も高
められる。②街路樹ツアーの実施。
特に子供の夏休みの研究などに。
③「打吹山の樹木草花」本の作成、
イベントなど。郷土への愛着を深め、
倉吉のシンボル打吹山をもっと知ろ
う的なイベントをする。このまちのこと
をもっと知って、愛着を持ちたい、こ
のまちに育って豊かな環境を作って
いる植物や樹木のことをもっと知りた
いと、関心を持ってもらいたい。

観光交流課
学校教育課

倉吉市のまた地域の豊かな自然の中で
体験を通して学ぶことで、倉吉の自然を
体感し、農業の成り立ちにも触れること
でふるさと教育を図る。
拠点整備/ 体験型教育のプログラム作
成/ 体験型学習の成果を追っての効果
検証

しない 　 学校教育の
分野としての
実施は想定し
ない

36 ひとづ
くり

・落ち着いた学習環境を
提供するため、ＳＣ、ＳＳ
Ｗｒ、教員補助員配置事
業

・学校に行けない子供(心の病気、登
校拒否など)が学校に行ける様に、
支援できる学校の先生方や生徒の
関係、学校側の対応などもう少し勉
強した方がよい気がする。
・先生に言っても改善せず、ご主人
が転勤だして転校という例を数人
知っています。1学年1クラスではクラ
ス替えもなく、入学時の状況が卒業
時まで続きます。学年には複数のク
ラスが必要と思います。そしてマナー
のない人が多いと思います。同和教
育の前にマナー教育が必要だと感じ
ています。

・ ソーシャルワーカーによる、顔の見
える環境の充実が必要である。
・学校現場では、また、ソーシャル
ワーカーの配置も行っている。

学校教育課 社会福祉の専門的な知識や技能を有す
るスクールソーシャルワーカー、教員補
助員の教育機関への配置を支援し、複
雑化する家庭環境を背景にした児童生
徒が抱える問題への対応の充実を図
る。
ＳＣ、ＳＳＷｒ、教員補助員配置/ 研修人
材育成

する Ｈ27～Ｈ
31

32,800千
円

拡充 小中学生 ・教員補助が関わった児童
生徒の在籍する学級担任
が、教員補助が果たす役割
によって児童生徒の生活・
学習が改善したと回答した
学級担任の割合　未調査
・ＳＳＷｒが関わった児童生
徒数　未調査

・教員補助が関わった児童
生徒の在籍する学級担任
が、教員補助が果たす役割
によって児童生徒の生活・
学習が改善したと回答した
学級担任の割合　90％
・ＳＳＷｒが関わった児童生
徒数

37 ひとづ
くり

・小学校と中学校が緊密
に連携・協働して進める
小中連携教育推進事業

・小学校の統廃合問題にしても小規
模校を早い段階で統合しようとする
動きがあるようですが如何なもの
か。子供の教育を中心に考えるなら
ば地域密着型を最低条件として考え
るべきで、無駄な対応(統合)は避け
た方がいいのではないでしょうか？
文化省の方針で統廃合が進めば本
当の意味での子供を育てていける
のでしょうか？地方創生とは何かを
慎重に考えるべきだと思います。

・明倫小学校の生徒の増加（倍に増
やす）を図る。子育て支援の充実-明
倫

・倉吉を農業のまちとするならば、
「アグリキッズスクール」や、小中学
校に「農業科目」を設置することなど
が考えられる。

学校教育課 各中学校区に児童生徒の実態を共有
し、目指す姿を共有し、共通実践を推進
する。
・中学校区内での小中学校の相互授業
参観
・講師を招聘しての合同授業研究会・研
修会
・中学校教員による小学校への出前授
業
・小中学校合同での先進地視察

する Ｈ27～Ｈ
31

2500千円
（5中学校
区）

拡充 児童・生
徒

・連携に基いた学習活動の
展開が図られるようになっ
たと感じる教職員の割合
未調査

・連携に基いた学習活動の
展開が図られるようになっ
たと感じる教職員の割合
90％

38 ひとづ
くり

◆自ら志を持ち、アイデア
を実現し地域に貢献でき
る人材教育

が、ほとんどが日用品の消費に使わ
れたと推測する。教育的効果のある
商品に特化したプレミアム商品券な
ども検討できないか。

フル剤として国策として行ったもの
で、一定の効果はあったと思う。特
定の目的のためのプレミアムという
ことになると、そのプレミアムをだれ
が負担するのかという部分が難しい
ところ。私としては、目的を持った取
組ということだとすると、商品券よりも
ふるさと納税を活用したほうが良いと
考えるところ。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

39 ひとづ
くり

・地元の第一線で活躍す
る人や企業によるキャリ
ア教育推進事業

・技術者がいないのに企業を誘致し
ても、企業は来てくれない。まず教育
で日本トップレベルの技術者を育て
る。土地はあるのだから、人が育て
ば企業も寄ってくると思う。
・以前中学生が職場体験をしようとし
たが受け入れ企業が少なすぎる為
中止になったことがあった。この様な
時受け入れた企業の店の目立つと
ころに「優秀受け入れ企業」等、少し
大げさがステッカー等を貼って周知
出来る様にすれば、将来の活性化
に繋がって行くのでは、と考えていま
す。
・若い世代10～20代を県外に出さな
いことが必要だと思う。

・教育のまち。職場体験/企業人によ
る面接指導/人材育成 - 明倫
・人材育成する。自分でできることを
登録＜上北条人材バンク＞- 上北
条
・教育力の向上。良い人材集め - 成
徳
・帰ってくる。キャリア教育/ 親の教
育/ 高校生への教育 - 上灘
・地元企業を知る/地元企業のPR/
小中学生に地元企業のインターン
シップ等　－上灘
・将来のビジョンを持たせる、若い子
（小中高）-小鴨

・Iターン者が学校等に直接出向いて
「倉吉の魅力」をPRすることは、児
童、生徒にとって、説得力が大きい。
・若い世代のビジネス成功例を倉吉
のビジネスモデルストーリーとして、
発信していきたい。
・市内で事業経営をしている社長を
講師として呼び、「志」を語ってもら
う。
・小学校の朝の時間の活用が進め
られていると聞いているが、その際
に倉吉について話せる人に来てもら
いたい。
・地区の地元の協議会で、大人が子
供たちに教える講義を行っている
が、そのような中で、倉吉に愛着を
持つようなことを教えると良い。
・小中学校のＰＴＡ会長を集めて意見
交換会を行うための時間をとること
が必要。大人だけでなく、生徒会執
行部も呼んで意見を共有することも
大事。
・成長・発達段階に合わせたキャリア
教育の内容を再整理することも大事

総合政策課
学校教育課

教育機関との連携による教育カリキュラ
ムの充実によるキャリア教育の促進。市
内企業や各方面で活躍されている方か
ら体験談や人生観を直接聞くことによ
り、中・高等学校の授業で、将来のビ
ジョンを描いていくための引き出しを蓄
える。
人材育成/ 講師代など助成/ 指導者と
なる人の確保

する Ｈ27～Ｈ
31

350千円 拡充 小中学生 ・将来の夢や目標を持って
いる児童数
　小学生８４％
　中学生７３％
・中学校で講演を行なった
講師の人数　0人

・「将来の夢や目標を持って
いる児童数
　小学生９０％
　中学生８０％
・中学校で講演を行った講
師の人数　10人

40 ひとづ
くり

・国際化に対応したＩＣＴや
外国語を充実する教育支
援員配置事業

・教育力の向上。強い子供が育つ/
子育て世代が集まる/ 特色ある教育
/ PTA活動と社会団体との連携/ 若
い経験者による取組/ 新しいアイデ
アの提供/ 教員の給与UP、良い人
材集め - 成徳

・小さいころから英語や中国語を話
せるような教育をしてはどうか。
・ 英語教育ではタブレット端末の利
用を進めている。ＩＴ技術を有効に使
い、乗り遅れないようにしていると聞
く。

学校教育課 タブレット端末、電子黒板などのICTを効
果的な活用を推進し、より分かりやすい
授業、個別での学習・協働学習を通じ
て、児童生徒の主体的な学びを支援。
外国語教育のレベルアップをはかるた
めの指導教員研修の充実。
ICT設備整理/ 研修や勉強会の充実に
よる人材教育

する Ｈ28-Ｈ32 英語教育
…5年間
で319,200
千円
ＩＣＴ…５年
間で
507,234千
円

拡充 小中学生 ・ＡＬＴとの英語の学習を楽
しいと感じる割合
　小学生　80％
　中学生　75％
・学習で可動式情報端末を
使うことで学習が分かりや
すくなったと感じる割合
　小学生　80％
　中学生　75％
・授業で可動式情報端末を
使いこなせると回答した教
員の割合　90％

4



総合戦略掲載施策関係意見集約表 （資料２）

項目
No.

基本方
針

戦略を構成する施策
※◆印は骨子記載の主
要な施策の柱。中点印は
骨子記載のもの。赤字は
市民提案等によるもの。

市民意識調査結果 子育てアンケート結果 市民対話集会意見 ←対話集会での市長コメント 部会の関連意見 青年団体提案 ←青年団体提案に対する市長コメン
ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

41 ひとづ
くり

・学生時の資格取得や留
学等の自己研鑽を応援す
る夢チャレンジ支援事業

・技術者がいないのに企業を誘致し
ても、企業は来てくれない。まず教育
で日本トップレベルの技術者を育て
る。土地はあるのだから、人が育て
ば企業も寄ってくると思う。
・高齢者に対しての活動は盛んだが
それを支える若い世代に対して活力
になるような場などがない為、倉吉
離れが多いと思う。
・教育の充実を図る。とっても重要だ
と思います。暗記型授業だけでなく
しっかりと物事を考え発信できる力を
つける事(アウトプット)強化！倉吉市
の文化を守る事。

・教育力の向上。強い子供が育つ/
子育て世代が集まる/ 特色ある教育
/ PTA活動と社会団体との連携（例）
公民館/ 若い経験者による取組/ 新
しいアイデアの提供/ 教員の給与
UP、良い人材集め - 成徳

・倉吉東高校学園祭でのプレゼン
テーションコンテストにて「高校生が
描く新しい明日」として、新しい社会
のグランドデザインの発表があった。
高校生の視点からの提案に視野を
広げてもらった。このような視点を大
切にしていきたい。

・「夢ゼミ」を実施したい/学生が考え
ることが大事である/本気で考える子
どもたちが出てくる/企業が学生を対
象に、資格取得のための資金援助
等を行っても良いのではないか。会
社を 知ってもらう機会になるし、会社
が必要とする人材の確保にもつなが
る。
・企業が学生を対象に、資格取得の
ための資金援助等を行っても良いの
ではないか。会社を知ってもらう機会
にもなるし、会社が必要とする人材
の確保にもつながる。

商工課
学校教育課

小・中・高・大学、専門学校などの教育
機関との連携による資格取得促進やプ
ログラムづくり。留学サポートの体制強
化。
市内企業と連携し、倉吉で求めている人
材を明確にし、学校在学中にできる体験
や資格取得に対し、必要な経費を企業
側の支援で提供する。
プログラムづくり/ サポート体制強化

しない

42 ひとづ
くり

・倉吉出身者の同世代の
つながり強化の推進
（案）1/2成人式、20＋5成
人式、三十路式　、還暦
式

・地元の魅力と人との繋がりを見つ
めなおすハーフ還暦の会（三十路
式）を実施　-灘手

・倉吉市教育振興基本計画では、
「ふるさとへの誇りと愛着を」をテー
マにしている。小中学生のリーダー
を集めたリーダー会議（よど屋）での
研修や、菜の花プロジェクト（市全
域）、かぐや姫プロジェクト（西中エリ
ア）を進めている。さらに、成人式を
実行委員会形式で、手作り成人式に
しようとしている。

・県外に出て行った人が、仕事をす
る中で「倉吉にはこういうものがあ
る。これが使える」というように離れ
ていても倉吉に貢献する方法はあ
る。他にもふるさと納税もある。倉吉
に住んでいる人だけでなく、県外に
出て行った人が倉吉にどう貢献して
くれるかも考える必要がある。

地域づくり支援
課
生涯学習課

成人式のように集まれる催しを開催し、
同窓会、情報交換などしてもらう。1/2成
人式では、小学校との連携を図りながら
開催する。

しない 健康事業の
推進であれば
保健センター
を中心とする
健康増進部
署で推進され
たい。

43 ひとづ
くり

・若手育成システムを有
する団体への支援事業

・子どもや学生が地域について考
え、広く伝える機会を与えたい。一過
性のイベントではなく、継続していく
ことが大事である（市がバックアップ
してほしい）

商工課 青年会議所、商工会議所青年部、青年
中央会、地域コミュニティの青年部など
を支援。
各組織は、若い人材の育成機関となっ
ている。年代間の縦のつながりと、同年
代の横のつながりが構築され、組織の
中で成長できるシステムがある。
市が支援することで、市職員も参画して
スキルアップを図ることもできるし、人間
的なつながりが次代の倉吉市を担う要
素となる。

しない 各団体で独
自に対応して
いると考え
る。

44 ひとづ
くり

・未来担い手育成塾の拡
大事業

・地域リーダーの育成/若者の意見
が提案できる環境づくりを　－上北
条

総合政策課 社会起業家や地域貢献を志す若い人材
の発掘と育成を目的とした人財育成塾
の拡大。
今年で2年目を迎える未来担い手育成
塾を、起業家を育てる塾に質を高め、規
模を拡大させる。
行政の人材は、民間事業を支援する役
割を果たす。

する Ｈ27～Ｈ
31

2,000 継続 市民、市
職員

卒塾者数　13人 卒塾者数　70人 対象条件の
拡大を検討す
る。

45 ひとづ
くり

・地元学生・地域人財と地
域住民のイベント支援や
交流拠点整備事業

・せっかく未来中心など、若者を受け
入れることができる場所があるのに
コンサートなど受け身型のイベントし
か行わないのは勿体ない。短大の
学生もいるので、ポテンシャルはあ
ると思う。
・古くから伝わる祭りや行事等を絶
やさないよう倉吉独特な伝統を活性
化につなげていければいいと思う。
・高齢者に対しての活動は盛んだが
それを支える若い世代に対して活力
になるような場などがない為、倉吉
離れが多いと思う。
・地域でも行事を作り子供から高齢
者まで参加して触れ合いができ子供
のことや日頃のことを話せる環境を
作る事が大切だと思います。

・若い世代（中・高生）に「倉吉」につ
いて考える機会を増やす。 - 明倫
・地域づくり。地域サロンを作る。空
家の有効活用。 - 上北条
・青少年体験活動の拠点（旧山守小
学校の活用）民泊/ 農業体験 - 関
金

・ 倉吉西中学校のＰＴＡを務めてい
るが、ここで「かぐや姫プロジェクト」
を実施している。地域の人たちと一
緒に行うボランティア活動で、最初は
30人程度だったが、今は100人が参
加している。自分たちが企画して、こ
のプロジェクトをやりたいと言ってき
た。創造して、形にすることに取組む
子供たちが大事だと思う。
・成人式を実行委員会形式で、手作
り成人式として運営している。
・ 若い人たちとの交流で、「暮らそう
サロン」を開催し、高齢者にとっても
交流の機会になり評判が良い。

・学生が考えることが大事である。内
容は陳腐かもしれないし、めちゃく
ちゃかもしれないが、それでもいい。
何人かは本気で考える子どもたちが
出てくる。
・子どもにふるさとに誇りを持っても
らうために、いかに大人がふるさとに
誇りを持てるかが大事である。
・学生に政治教育を実施したい。政
治とは、まちをつくること。地域の暮
らしを守り、困りごとを解決すること
である。

総合政策課
地域づくり支援
課

地域と学校を繋ぐ窓口の設置により、イ
ベント企画や運営ボランティアの促進す
る

する Ｈ27～Ｈ
31

2,000 新規 学生
地域住民

支援イベント開催延回数　0
件
交流拠点施設整備　0ヶ所

支援イベント開催延回数
10件
交流拠点施設整備　1ヶ所

46 ひとづ
くり

交流サロンの設置事業 ・障害者の職場を作ってほしい。
・障がい児の卒業後の就労の場の
拡大。
・近年、大人の発達障害がクローズ
アップされているが、障がい者手帳
を取得するほどでないが、その特性
のために仕事を得にくい人達への支
援（どうしてもできにくい作業を免
除、得意を活かせるなど）の仕組み
作りをお願いします。
・病院(発達障害等子供専門)がな
い。
・障がい者にも社会と関係を持てる
よう県政だよりなどで随時紹介する。
この様になんらかの手段のよってよ

・生きがいづくり　健康寿命を延ばす
/ 明るい地域づくり（地域交流）/ 絆
づくり/ 住民の交流 - 西郷
・廃校・学校を利用したDIYの場提供
「工具レンタル」 - 上北条
・高齢者を含む福祉支援の充実- 上
北条
・障がい者にも社会と関係を持てる
よう県政だよりなどで随時紹介する。
この様になんらかの手段のよってよ
りたやすく情報が得られるよう配慮
願いたい。
・雇用・障害者施設の整備-小鴨

・障がいを持つ子供を育てている
人、一人親で育てている人、女性と
して一人で生きようとする人などがお
られ、女性の立場の捉えて対応して
いくことが必要である。行政からテー
マを出したり、学びの場を提供して、
女性のマインドアップを促してほし
い。

福祉課 障がい者交流サロンを設置し、調理実
習、健康指導の実施、当事者同士・親同
士が日頃の出来事を気軽に話し合う
場、悩み事を話し合う場、研修の場、地
域住民（ボランティア）との交流の場・食
事・ゲーム等楽しみの場等として活用
し、障がいのある人が地域で自立した個
人として、その人らしい生活を送っていく
ため、地域での人との関わりを広げ、生
活していく力を高めていく。また、障がい
のある人の就労や生活相談についても
関係機関と連携をとり支援をしていく。ま
た地域への障がい理解についても促進
する。

する Ｈ28-Ｈ32 19,842 新規 障がい者
及びその
家族、地
域住民

サロンの参加延人数 サロンの参加延人数

47 ひとづ
くり

・地元大学、経済界、自治
体が連携する人材育成プ
ログラム推進事業

・現代はサラリーマンが多く、企業家
が少ない。やりたい事が学べ、技術
をいつでも取得出来る、例えば農業
大学校の様に一般人に門戸を開く
(安価で学べる場所)。

・企業人による面接指導/人材育成/
若手職員が勉強する場を - 明倫
・人材育成する。自分でできることを
登録＜上北条人材バンク＞ - 上北
条
・教育力の向上。良い人材集め - 成
徳
・地元企業を知る/地元企業のPR/
小中学生に地元企業のインターン
シップ等　－上灘
・人材の育成・郷土を愛する人を育

・農業大学校、倉吉農校と農業に関
する教育機関が非常に充実している
ので、活用したい。- 西郷

総合政策課
商工課

鳥大を中心とした県内高等教育機関と
自治体、企業等の協働により地域が求
める人材育成のための教育により、学
生の雇用創出や地元定着を狙う。
・企業インターンシップ
・企業による授業
・地元企業から学生への情報発信

する Ｈ27～Ｈ
31

1,000 新規 県内高等
教育機関
企業

企業インターンシップ　0件
企業による授業　0件
地元企業から学生への情
報発信　0件

企業インターンシップ　0件
企業による授業　0件
地元企業から学生への情
報発信　0件

48 ひとづ
くり

◆女性の活躍推進 ・子ども欲しくない何故？-分析
・子ども欲しくない人増→見直し必要
・妊婦・出産のハンデをなくす
・産後に職場に戻りづらい
・産休などの条件
・技術職などは休みにくい
・残業が多いと働きづらい

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

49 ひとづ
くり

・女性の多様な就労機会
を創出するセミナー開催
や就業体験事業

・本当に仕事がない。子育てをメイン
としてその次に仕事という働き方をし
たい。給与はあまり下がらない方が
いい。
・家庭、地域で子育て出来る環境づ
くり。女性管理職では子育て出来な
い。先輩は10人の子育てをやってき
た。保育園で子育てをやったのでは
ない。自力、地域でやってきた。子供
は作るものではない授かるものとし
て大切に神仏に感謝しながら育てて
あげましょう。

・働く場を多くする。特に女性。（福祉
関係しかない・パートしかない
・半分は女性なのに家事育児が負
担である） - 北谷
・女性が活躍できる上井地区（倉吉）
になりたい

・行政から学びの場を提供するなど
して、女性が自分で乗り越える力・モ
チベーションを身につけるのマインド
アップを促してほしい。
・どういう生き方をすべきなのか、子
育てをするのに必要なこと、地域とど
うなじんでいくか、というようなことを
学ぶ機会、教育が必要である。
・女性の活躍の場について若いうち
から考えていく機会を持っていくこと
が大切。
・女性に対する教育では、学校教育
以外の場も含めた多方面での教育
環境が大切。「女性の能力を活かす
場」と「活かせる環境」が必要。
・テレワーク（在宅勤務）をワーク・ラ
イフバランスの中で新たな働き方とし
て盛り込んでほしい。

人権政策課
子ども家庭課
商工課

就職に関する相談、各種セミナー・スキ
ルアップ研修の実施、職場体験講習の
実施、育児・保育情報の提供、仕事の紹
介、就職支援。
人材育成/ 各種セミナー・研修の充実/
PR

する H27～H31 150 継続 子育て世
帯

育児・保育情報の提供 育児・保育情報の提供　300
件

50 ひとづ
くり

・『レディース仕事ぷらざ』
による女性の活躍の場増
進事業

・本当に仕事がない。子育てをメイン
としてその次に仕事という働き方をし
たい。給与はあまり下がらない方が
いい。
・仕事の採用を考えてほしい。
・若い人や女性目線での企業に対す
る支援金の充実。
・家庭、地域で子育て出来る環境づ
くり。
・子供は作るものではない授かるも
のとして大切に神仏に感謝しながら
育ててあげましょう。
・ひとり親家庭でも、独立して充実し
た暮らしができるよう、低廉な住宅の
提供をしてほしい。

・働く場を多くする。特に女性。（福祉
関係しかない・パートしかない・半分
は女性なのに・家事育児が負担であ
る） - 北谷

・仕事の確保、特に女性の働く場を
確保する必要があるのではないかと
いうことで、行政の職員として雇い入
れてはどうかというご提案もあった。
- 北谷

・ 女性に対する教育では、学校教育
以外の場も含めた多方面での教育
環境が大切。「女性の能力を活かす
場」と「活かせる環境」が必要にな
る。

・週休3日～4日にすれば女性にチャ
ンスが。労働者を増やす
・祝日、休日に休まなければならな
い？
・職場ではトップの意識改革→腹をく
くる
・トップと従業員と共有する意識
・女性の就労が出来る職場

人権政策課
子ども家庭課
商工課

失業、離職、未就職などの女性の就職
支援、育休・産休代替職員の紹介を実
施。
人材育成/ ＰＲ

する H27～H31 - 継続 子育て世
帯

『レディース仕事ぷらざ』へ
の関係情報提供　未実施

『レディース仕事ぷらざ』へ
の関係情報提供　未実施

5
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ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

51 ひとづ
くり

・男性のワークライフバラ
ンス促進
（案）家事メン増殖事業
(育児曜日など導入)

・これからの時代は、女性に視点を
置く施策というのが大事と思ってい
る。女性が活躍するのは一方では男
性の働き方を見直すことも必要に
なって行くと思う。男性の家事参加
の話もあり、それらも含めて男女共
同参画を考えていきたい。- 北谷
・女性の活躍というのが一つの大き
なテーマになっていくと思う。働きや
すい職場の確保も大事だが、女性に
活躍していただくためにも、男性の
家事参加、育休取得も含めた働き方
も大事なポイントになってくる。- 西
郷

・女性が輝きたくても輝けない理由と
して、夫の理解が進まないなどがあ
る。
・障がい者を子供にもつ保護者は、
仕事をしながら子育てをするにはサ
ポートが必要である。特に家族の力
は重要である。
・子育て世代の夫婦へのサポートが
出生率に影響するのではないか。
・ワークライフバランス（ＷＬＢ）が大
事である。女性が活躍したくても活
躍できない状況にある。男性のＷＬ
Ｂに注目する必要がある。
・子育てママにとって経済的支援と
時間的ゆとりを持てるよう、子育て支
援センターを予約なしで利用できる
など、サポートできる方法は考えら
れないか。
・事業者には、「働き甲斐のある職場
づくり」に取組んでもらい、県、労働
局、商工会議所、経営者団体と協議
して、どうすればイキイキとした職場
になるのかを考えてもらいたい。
・ワーク・ライフバランス、男女共同
参画を推進するため企業への認定
制度（施策）を検討してほしい。（例：

・夫婦で仕事と家庭の事を話し合う
・夫婦の働き方を夫2+妻0=2ではな
く、夫0,75+妻0,75=1,5
・扶養の枠を無くす
・共働き多いくらよし、会合への子供
参加
・父親を早く帰す
・仕事と家庭のバランスを考える
・夫婦で話し合う
・子育ては夫婦でという家庭像の浸
透ー啓発
・共働き多い女性がPTAに関わって
いる→子供を連れて行っていいか→
多様な考え
・話し合いができることを大切にする
教育。家庭・職場
・技術を教育するのではなく、生活…
男性・仕事…女性を教わる場所（親
が教える時代は過ぎた）
・男の人の育休
・男性もっとガンバレ
・夫の家事・育児分担を覚悟する
・女性が出やすい環境づくり
・家庭内作業の分担

人権政策課
子ども家庭課
商工課

女性の活躍する機会を増やすため、男
性の働き方などを見直す取組として、家
事を手伝う男性を家事メンと呼ぶことをＰ
Ｒする。
家事メンになるためには、残業量減少な
どの最低条件を整える必要があるもの
とし、行政・企業の協働によりバックアッ
プを行っていく。また、行政による、指標
設定や、家事メン推奨事業を表彰する
取組を行う。

する H29～H31 900 新規 子育て世
帯

家事メン認定数　0件 家事メン認定数　50人 県：毎月１９
日をとっとり
育児の日とし
て制定。

52 ひとづ
くり

・女性が求めている情報
発信の促進
（案）ステキ情報発信事業

・本当に仕事がない。子育てをメイン
としてその次に仕事という働き方をし
たい。給与はあまり下がらない方が
いい。
・仕事の採用を考えてほしい。
・若い人や女性目線での企業に対す
る支援金の充実。

・一人親の場合、単発的に子どもを
見てもらいたいというニーズがあり、
東京都ではベビーシッターを派遣す
るなどの制度がある。女性が困った
状態になってからの支援ではなく、
その前に支援の手を差し伸べること
が必要。
・女性の自立と活躍に向けて、生活
環境やとりまく状況が悪くなってから
ではなく、色々学べる支援をして欲し
い。自分で乗り越える力を身に着け
るための情報提供を進めてほしい。
・国内でも進んでいると思われる事
例として、神奈川県の箱根町では、
婚姻届を出した時にパンフレットをく
れるようだ。そこには、結婚の大切さ
や子育ての責任など、（昔は年配か
ら直接聞いていたが）今の若者たち
が知らないライフサポート情報が掲
載されている。

・シングルに対する手当
・シングルになっても充分生活できる
給料
・女性の活躍という表現→「女性の
社会参画」
・やわらかい考え。こうあらねばから
～しようとする考え

・子育てをしているお母さん方は、ア
パートの壁が薄いため苦情を言わ
れノイローゼになりそうだと相談され
ることがありました。借家でも子育て
向きなものかどうか知らせてくれる
情報があると便利だと思います。

子ども家庭課
人権政策課

子育て、保育施設、小児科、補助金など
の情報集約＆発信、相談窓口など子育
てに関するものを市役所、店舗、産婦人
科などで配布

する H29～H31 300 継続 子育て世
帯

子育て情報の情報提供店
舗等
０店舗

子育て情報の情報提供店
舗等　　20店舗

53 ひとづ
くり

◆退職後からでも稼げる
ビジネスを創出し、地域
の担い手と活力に貢献

・家庭、地域で子育て出来る環境づ
くり。女性管理職では子育て出来な
い。先輩は10人の子育てをやってき
た。保育園で子育てをやったのでは
ない。自力、地域でやってきた。子供
は作るものではない授かるものとし
て大切に神仏に感謝しながら育てて
あげましょう。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

54 ひとづ
くり

・大学、企業、団体、地
域、行政が連携し「農業」
「観光」「介護福祉」「店舗
経営」「地域づくり」など学
びの場の提供事業

・定年退職者が出来るだけ本市に住
んでくれる様、取り払っていただくこ
と。

・農業大学校、倉吉農校と農業に関
する教育機関が非常に充実している
ので、活用したい。- 西郷

地域づくり支援
課、観光交流
課、長寿社会
課、商工課、農
林課

事業内容概要 - 倉吉にある各分野の
大学、企業、団体、地域と行政が連携
し、人財づくりを図る。
人材育成/ 場の提供

する H27～H31 - 継続 新規就農
希望者

新規就農者の累計人数　25
人

新規就農者の累計人数　50
人

農大、倉吉農
高の活用（予
算措置なし）

55 ひとづ
くり

・定年時に農家の担い手
を確保する定年帰農者総
合対策事業

・現代はサラリーマンが多く、企業家
が少ない。やりたい事が学べ、技術
をいつでも取得出来る、例えば農業
大学校の様に一般人に門戸を開く
(安価で学べる場所)。
・定年退職された学校の先生とかま
だ若くて元気でおられます。そのよう
な方にまだ必要とされる学校の方と
かいろいろな分野で活躍されたらと
おもいます。若い先生もいいですけ
ど経験豊富ですしまだ勿体ない気が
します。

・林業/ 農業 - 西郷
・人材育成する。自分でできることを
登録＜上北条人材バンク＞- 上北
条
・食べていける産業の育成。農業だ
けでも食べていける（特色ある取組
み）/ 一馬力でも暮らせる/ 地元大
学を提携しながら農業・工業の新事
業を起こす。 - 上灘

・ブランド化、栽培の技術、職安での
人材確保、地域産業への支援など、
農山村の風景を守るためにも農業
振興と関わって、稼げる農業の進行
をしっかり考えていきたい。- 上北条

・ 「篤農家技術指導推進事業」につ
いて、新規就農者への技術指導支
援については、とても良い施策だと
感じている。だが、新規就農予定者
についても支援できれば。

農林課 ＪＡの【いきいき農業塾】と連携を図り、
農業基盤の拡充・活性化を目的として、
新規就農者・定年帰農者及び自家消費
の家庭菜園者への栽培指導、直売所出
荷者の育成支援を実施。
人事育成/ JAとの連携体制

する H27～H31 - 継続 新規就農
希望者

新規就農者の累計人数　25
人

新規就農者の累計人数　50
人

農大、いきい
き農業塾の活
用（予算措置
なし）

56 ひとづ
くり

・都会の高齢者、呼び込
み促進

・農業地域は大型農業だけではな
く、小規模でも80歳位までは働ける
ので高所得でなくとも個性をだし、生
き生き暮らせる環境でありたい。
・定年退職者へ(中高年)の働ける職
場作り。今まで経験した事が活かせ
る様に会社への雇用を充実させて
ほしい。
・高齢者の雇用促進として、フルタイ
ムではなく、短時間労働の職権、企
業が増加するような施策。

・菜園付住宅（空き家や有休農地）。
- 北谷
・空家をリフォームして住んでもらう。
→地区も盛り上がる！/移住による
農業振興 （県外の人、外国人）/ ＪＡ
は指導者育成する - 上北条
・都会の高齢者を呼び込む。需要を
増やし/ 仕事が増える/ 特色のある
老人/ 元気な老人を呼び込む/ 高
齢者施設 - 上灘
・農業に魅力を感じる職者を呼び込
む！農大を活かして全国にPR- 西
郷

・高齢者福祉に焦点を当て、高齢者
に優しい町にすれば、雇用も増える
のでは。
・高齢者の相談に対応し、地域が住
みやすくなることを目指す。
・国内で高齢者が住み易いまち日本
一といったことを市の特徴として出せ
ば優位性があると考えられる。
・CCRC (Continuing Care
Retirement Community - 健康時か
ら介護時まで継続的ケアを提供する
米国の高齢者施設のコンセプト)導
入。
・倉吉は、「住みよさランキング」
（2015年　東洋新報社）の“安心度”
の観点で今年も1位

・山陽、上方方面から事情のある
方々が倉吉を目指し定住し、平穏な
暮らしをしたと聞いた。海あり、川あ
り、山あり。動植物も豊かで生活する
には最適の地である。定年退職の
60代を呼びこみ、次につなげていっ
てほしいと思う。

地域づくり支援
課
農林課

農業の担い手としてだけではなく、定年
後の住まい先として選んでもらえるよう
な取り組み。

する ※20に含
む

- - - - -

57 ひとづ
くり

・若い世代への新規就農
促進
（案）若者IUJターン希望
者の一流農家への道・第
一歩事業

・ Ｉターン者を呼び込む農林水産業
の活性化政策

・専業農家でもうかる農業をアピー
ル！‐北谷
・農業に魅力を感じる若者を呼び込
む！農大を活かして全国にPR- 西
郷
・農業で生きる。ブランド化/ 栽培の
技術を教える/流通方法 - 上北条
・農業大学校と協力した、新規就農
希望者への研修実施- 北谷
・外部から特に若い人を増やす

・ブランド化、栽培の技術、職安での
人材確保、地域産業への支援など、
農山村の風景を守るためにも農業
振興と関わって、稼げる農業の進行
をしっかり考えていきたい。- 上北条

・「篤農家技術指導推進事業」につ
いて、新規就農者への技術指導支
援については、とても良い施策だと
感じている。だが、新規就農予定者
についても支援できれば。

地域づくり支援
課
農林課

先輩ＩＵＪターン農業者や認定農家、農業
大学校での研修などによる集中的な指
導によるサポート体制の充実。また、そ
れらの人、期間が新規農業者などに対
して技術指導を行う場合に対する経費
の助成。新規就農IJターン者への家賃
助成（2.5万円上限）
- 技術支援指導/家賃助成

する ※20に含
む

- - - - -

58 ひとづ
くり

・花卉栽培促進事業 ・花は年間を通して栽培できる。専業
農家でもうかる農業をアピール！全
国からやりたい人を呼び込む。農業
の移住　‐北谷
・農大を活かして全国にPR- 西郷
・農業で生きる/ 栽培の技術を教え
る/流通方法 - 上北条
・農業大学校と協力した、新規就農
希望者への研修実施- 北谷

農林課 年間を通して栽培可能な花卉を女性・年
配者の雇用先候補として促進する。

しない

59 ひとづ
くり

・商工業用研修補助事業 ・農業関係には現在親元研修制度
があり研修費が出ているが、農業の
みならず商工業に拡げてはどうか。
農業関係枠を拡大 - 上灘

商工課 経営計画に基づく人材育成に係る研修
についての補助を行うことを検討する。

しない 市内企業
就労者

60 ひとづ
くり

・倉吉の景観づくりの促進
（倉吉っこによる大好き倉
吉づくり事業（仮））

・街路樹や並木道、河原の整備・ゴミ
拾いのボランティアもしくは日雇いア
ルバイトがあれば参加したいと思う。

・学校支援ボランティア/菜の花プロ
ジェクト/職場体験 - 明倫
・奥の集落の草刈り作業が大変。地
域の若者が手助けできるように補助
せいてほしい。そうごとが多い。 草
刈りしなくてもいいようにあじさいを
咲かせている。 - 高城

・高齢者も参加できるイベントを考え
たい。よもぎ餅づくりやプランターの
花植えなど地域にあるものを活か
す、お年寄りの活動を促したい。そ
れにより、パワフルで、活動的な、元
気な高齢者が増えると考える。高齢
者に役割を持たせること、地元のこ
とに地元の者が協力することが大事
である。

は打吹公園の桜を目当てに倉吉市
に来られたというお客様が多い。し
かし、公園の桜も老木化し、勢いが
無いので、新しい桜を増やすなどの
取組はできないか。

や、寄付などをいただきながら新し
い木の植樹なども進めており、時間
がかかるところであるが整備を進め
ているところ。植樹から花が咲くまで
数年かかるということなので、成果に
ついてはお待ちいただきたい。

く、絵下谷や上小鴨の桜が大きくな
り、名所となりつつある。宴会をする
ような広場はないが、これらを結び
付けて観光資源にできるようなことを
検討したい。

地域づくり支援
課
建設課
学校教育課

高齢者、親子、学生など各世代を巻き込
んだ景観整備、花の植え込み、草刈、雪
かきなど
【建設課】
・天神川一斉清掃（国交省主催）　年１
回実施
・「道の日」道路清掃（県主催）　年１回
実施
（参考）
 市道の除草、植樹管理等の市道維持
管理業務を委託により実施
　　H26実績　除草業務5,870千円　植樹
管理10,972千円
 歩道除雪については、要望のあった自
治公民館に歩道除雪機（27台）の貸出を
行っている

する H27～H31 継続 小中学
生・地域
住民

菜の花プロジェクト参加加
人数2498人

清掃活動　年１回実施

菜の花プロジェクト参加人
数3000人

清掃活動　年１回実施

61 ひとづ
くり

・倉吉・各地区の関係づく
りを促進（まちづくり会社
推進事業（仮））

・ まちづくり会社訪問/ 地域の元気
（民間） - 上灘

地域づくり支援
課

倉吉市、市内各地区での関係づくりをサ
ポートする。行事の開催をサポートした
り、関係づくりの仕組みつくり。コンペに
よる委託なども有り？

しない

62 ひとづ
くり

・市と地元大学が地域づく
りのプロを認定するコミュ
ニティ師範（仮）養成事業

・ 定年退職された学校の先生とかま
だ若くて元気でおられます。そのよう
な方にまだ必要とされる学校の方と
かいろいろな分野で活躍されたらと
おもいます。若い先生もいいですけ
ど経験豊富ですしまだ勿体ない気が
します。
・ 市民がまちづくりに参加しやすい
体制つくり。

・ ○○大学　芸術、 林業、 農業の
体験 - 西郷
・生きがいづくり　健康寿命を延ば
す。 明るい地域づくり、 絆づくり。住
民の交流グル―プ活動の強化 - 西
郷
・廃校・学校を利用したDIYの場提供
「工具レンタル」で 完成品は売れ、
人が集まる - 上北条

・地域づくりにも、人づくりが必要で
ある。地域リーダー、コーディネート
できる人を養成することが必要であ
る。
・ 人材育成強化は重要視しており、
6次産業化、地域活動等のキーマン
の総数を増やしていく必要がある。
・看護大学には27人の教員がおり、
講師役ができる人材である。
・人材バンクや、鳥取大学との連携
により高齢者の活躍できる機会の充
実。シニア世代の得意分野と地域課
題のマッチングにより、リーダーをど
う育成していくか。

総合政策課
地域づくり支援
課
保健センター
生涯学習課

地域の専修学校・大学等と地元企業等
が連携・協働して、各地域の人材ニーズ
に対応した人材育成のための教育プロ
グラムを開発し、今後、地域づくりを担う
人材育成を進める。看護大・短大による
養成講座を開設し、「まちの保健室」の
推進や地域課題への取組の中心となる
人材を養成する。
市は、その研修修了者を認定し、活躍の
場の提供する。
連携・協働体制整備/ 教育プログラム開
発/ 人材育成

する Ｈ27～Ｈ
31

1,500 新規 市民 養成講座開催延回数　0回
コミュニティ師範延認定者数
0人
コミュニティ師範活動数　0
回

養成講座開催延回数　75回
コミュニティ師範延認定者数
150人
コミュニティ師範活動数
150回

窓口-総政
看護大学と連
携した健康づ
くりの推進

6



総合戦略掲載施策関係意見集約表 （資料２）

項目
No.

基本方
針

戦略を構成する施策
※◆印は骨子記載の主
要な施策の柱。中点印は
骨子記載のもの。赤字は
市民提案等によるもの。

市民意識調査結果 子育てアンケート結果 市民対話集会意見 ←対話集会での市長コメント 部会の関連意見 青年団体提案 ←青年団体提案に対する市長コメン
ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

63 ひとづ
くり

・60代のビジネスプランコ
ンテスト実施事業

・コンビニと提携した地元農産物販
売など、新しいビジネスの創造。高
度な栽培技術の継承　－上北条

・大きな勢力である高齢者の皆さん
が地域の中で活躍し、元気に暮らし
て頂ける、そういう地域づくりが必
要。 - 北谷

生涯学習課 定年退職した方や、年配の農業生産者
などを対象に、培った技術や知識を活用
したビジネスプランのコンテストを実施
し、年配の方の退職後の活躍を応援す
る。

しない ＵＪＩター
ン希望者

（商工課）60
代に限定せ
ず実施するこ
とができない
か。市外の者
への宣伝方
法検討必要64 しごと

づくり
◆安定した雇用基盤の整
備

・起業も含めての雇用ということで、
企業誘致だけの問題ではなくて、
色々なツールを使っての取り組みを
通じて雇用の増につなげていきた
い。－明倫
・職場の創出、確保（農業も含めて）
－ 関金

・事業化支援/サポート体制作り
・倉吉に居住すれば安心して雇用の
場が確保される思い切った施策がな
いか、市民に問うてみる（全市民に
対してアンケート調査等）

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

65 しごと
づくり

・圏域の地域経済の活性
化及び雇用機会の拡大を
図る企業支援事業

・正職員として雇用してもらえる会社
が少ない。企業支援とサポート体制
の充実をお願いしたい。
・企業誘致で人口減少対策を（特に
若者の流出を減らす）。
・雇用対策・多様な業種・ITの誘致・
中部全体で・農業関連、加工流通
・特色ある、魅力ある、専門的な企
業、「働く場所の確保」-上小鴨

・稼げる農業・産業・職人。補助金/
ブランド化/もちしゃぶ/宣伝/ふるさ
と納税/農業とクリエイティブな職業
の人をつなげる/外とのパイプがあ
る人を市が雇う－明倫
・首都圏アンテナショップ－北谷
・ 新規雇用の確保 雇用の安定。起
業誘致/ 終身雇用の推進/ 労働者
派遣法の改正（廃止）→全国市長会
- 西郷

・特産品、花やしいたけ、新幹線と
いった特産品を作って、ブランド化し
ていく。- 北谷
・学生の就職支援として働く場の確
保と併せて、若い人達にいかにして
地元に定着してもらうか大事なテー
マ。- 西郷

・雇用の創出が必要。雇用の創出に
は、企業誘致、創業・開業、ビジネス
マッチングを含めたところで何らかの
施策が必要と考えている。

・社会コミュニティで子育て・介護を
支える仕事
・オムロン級の会社を誘致
・教育に親の収入が影響する

商工課 企業ニーズ把握に努めながら、企業立
地促進補助金制度、制度融資など各種
支援策の情報提供により、既存企業の
経営基盤の強化・安定化・雇用機会の
拡大に向けた支援。またバランスのとれ
た企業誘致、既存企業の継承支援、既
存企業の成長支援を実施。
また、定住自立圏による雇用者数に応じ
た支援を行う。
助成/ 支援

する Ｈ２８～ 継続

66 しごと
づくり

・倉吉出身者（特に大学
卒業時）への倉吉にある
事業所への就職促進
（案）ローカル就職フェア

・若者の雇用創出による人口流出の
防止を。地元雇用が継続して行われ
れば若者が定着し増加につながる。

・企業誘致。雇用の場の確保（若者
が働く場）/ 地元企業を知る/ 地元
企業のPR/小中学生に地元企業の
インターンシップ等　－上灘

・若い人達にいかにして地元に定着
してもらうか大事なテーマ。- 西郷

・倉吉という土地に合った移住者（秀
でた能力や技術を持つ人）を選んで
いく必要もあるのではないか。

・進学すると倉吉に帰ってこない
・大学に進んでも勤め先が無い

・倉吉に戻ってきてもらうためには、
働く場（雇用）が必要である。

商工課  大学、高校などとも連携した倉吉市近
郊の企業による就職フェア-お盆など長
期休み前後の開催
就職フェアの仕組みつくり/ PR

しない 県の定住機
構が既に実
施しており、
市としては実
施しない。

67 しごと
づくり

・ハローワークと連携した
市役所でも閲覧可能な就
業情報発信事業

・Uターンの促進、就職先など教育費
/企業のPR・情報が欲しい-社

・企業のPR・情報が欲しい-社 ・ファミリーサポートセンターは、鳥取
市で積極的に活動されている。シル
バー人材センターでの取組みもあ
る。これについても積極的な情報発
信をしてほしい。
・後継者がいないことが問題。求人
を出してもなかなか応募がない状況
だが、幹部や役員候補について、行
政の信頼を持ってビジネスマッチン
グするようなことも一案。
・職業情報提供を協働で進めていき
たい。

・資格、職
・教職むずかしい、空きがない

・情報発信/HP、マスコミ、トップセー
ルス、外部からの目

商工課  雇用の機会と働き手の確保の両面か
ら、市役所とハローワークが連携し就業
情報を発信する。
情報発信のシステム構築/ ＰＲ

する Ｈ２８～ 継続 市民

68 しごと
づくり

・f-Bizの協力による相談
会と相談のレベルアップ
を図る経営相談等推進事
業

・農業とクリエイティブな職業の人を
つなげる/外とのパイプがある人を
市が雇う－明倫

・ 「倉ビズ」的な新しい形をつくってい
ただきたい。
・ 既にある「f-Biz（富士市発のビジ
ネス支援センター）」に少し変化を加
えた展開を、この場でつくっていけれ
ばと思う。
・企業誘致、創業・開業、ビジネス
マッチング
・相談体制の構築についても、早く
取り組んでほしい
・「全国トップレベルの経営相談会を
開催する経営相談等推進事業」

商工課 新市場の開拓、事業拡大、経営の課題
解決、起業について公的支援機関や専
門家とのネットワークを構築。それらを
活用しての、相談受け付けや、各種のセ
ミナーを紹介することで、産業支援を図
る。
ネットワークの構築/ 人材育成
小規模事業者支援法に則った倉吉商工
会議所の経営発達支援計画に基づく経
営相談事業との連携を基礎に経営相談
体制を構築する。

する Ｈ２８～ 継続 市内事業
者

69 しごと
づくり

・成長産業の起業や事業
継承を助言・支援を行う
専門家集団の立ち上げ
推進事業

・ 産業活性化
・ 産業がない。
・ 現代はサラリーマンが多く、企業
家が少ない。やりたい事が学べ、技
術をいつでも取得出来る、例えば農
業大学校の様に一般人に門戸を開
く(安価で学べる場所)。
・ 独自性(オリジナリティー)のある産
業づくりと育成にとりかかる。5～10
年かけてでもこれらを育て産業の柱
とする(今すでにそうだと思われるも
のについては一層支援していく)。
・企業誘致は全国的に負担ばかりで
成功例は少ない。企業は積極的に
支援。又既存の企業や農村業の発
展に力を入れる。

・稼げる農業・産業・職人。補助金
・事業者に対する支援（起業） - 明
倫
・ 上北条の農産物をローソンと提携
して販売する。会社を立ち上げる/社
員は住民/ 特産物（ブランド）をつく
る/ コンビニと提携して売り出す/ 農
業を続けて、産物をつくる/ 後継者
の育成 - 上北条
・  従業員を増やす、既存企業の育
成 - 上灘
・ 若い人が働ける場所が必要。若者
→なんでも挑戦。起業家 - 高城

・「起業しやすい町づくり」。これはひ
とつの地域づくりの大きな力になる
ような起業家を育てるということを
思っていて、骨子の中にもそこにか
かる施策がいくつか入っている。改
めて起業しやすい地域づくりに繋が
るような取り組みを盛り込んでいけ
たらいい。－明倫
・起業、あるいは在宅勤務が可能と
なる環境づくり等も含め考えたい。製
造業だけではなく、ＩＴ関係、あるいは
アンテナショップとして起業し、雇用
の場を確保する努力を促していく必
要はある。- 西郷

・6次産業化などを事業化する際の
金融支援策として、ファンドを活用し
た制度を構築しているところである。
・「倉ビズ」による起業などへの支援
を進める。特区申請による規制緩和
を利用し、倉吉だからこそできる取組
に挑戦する
・起業支援という形を考えることにな
ると思う。新たなビジネスが生まれる
ようであれば、融資制度といった形
での支援が考えられる。

商工課 起業・事業継承しやすいまちをめざし、
起業によるノウハウを持つ企業経営者
等を金融機関による企業支援組織を立
ち上げ、企業の事業継承を円滑に行え
る支援を行う。支援はアドバイスに留ま
らず、ファンド薹の資金面での支援も行
う。これにより、事業承継や後継者問題
を抱えた事業者等の円滑な事業継続を
支援することにより、地域産業の競争力
強化につなげるとともに、地域経済の活
性化を目指す。また、投資後においても
経営支援や販路開拓等の助言を受け、
対象企業の支援を行う。
とっとり地方創生ファンド採択に向けて
の準備支援

する Ｈ２８～ 継続 市民
市内事業
者

起業と事業承
継を分けて事
業を行い、評
価すべき
①起業につい
ては、中部４
町と連携し、
国からの認定
を受けた。倉
吉商工会議
所、鳥取県商
工会連合会
中部支部と連
携し創業支援
を行ってい
る。
②事業承継
については県
の事業承継
支援センター
との連携を図70 しごと

づくり
・県内外の高度なスキル
を持った人材や優秀な学
生と市内企業のマッチン
グを図る企業人材確保支
援事業

・若者の雇用創出による人口流出の
防止を。地元雇用が継続して行われ
れば若者が定着し増加につながる。
・「生産する企業誘致」には何は置い
ても常に第一に取組み、実行あるの
み。
・外部からの目線による“気づき”-上
小鴨

・学生の就職支援として働く場の確
保と併せて、若い人達にいかにして
地元に定着してもらうか大事なテー
マ。- 西郷

・ 人口の観点から言うと、やはり雇
用の創出は重要である。もちろんフィ
ギュアなど企業誘致も大事だが、そ
ればかりに期待するのではなく、人
材誘致をしていくことが効果的なの
ではないかと考えている。
・人口減少対策も大事であるが、そ
のためにも雇用の創出が必要。雇
用の創出には、企業誘致、創業・開
業、ビジネスマッチングを含めたとこ
ろで何らかの施策が必要と考えてい
る。

・企業が学生を対象に、資格取得の
ための資金援助等を行っても良いの
ではないか。会社を知ってもらう機会
にもなるし、会社が必要とする人材
の確保にもつながる。

商工課 教育機関との連携によるインターンシッ
ププログラムの受け入れ企業数の拡
大・充実により市内企業と人材のマッチ
ングを支援。また、継続的に学生や市外
の人材と市内企業とがマッチングに向け
て出会う機会を持つことのできる仕組み
づくりを実施。
インターンシッププログラム先企業の確
保/ プログラム内容の充実/ マッチング
に向けた仕組みづくり

（商工課）鳥
大との連携で
対応を。

71 しごと
づくり

・高齢者が住みよい街日
本一のシルバービジネス
の促進事業

・高齢者が住み良い地区にする（高
齢化率が高い。最高49,23％）。店、
病院に遠いので移動手段を確保、
無関心にならず声をかける。 - 北谷
・健康づくり　マイナンバーで健康情
報、看護大の活用 - 西郷
・ 働く場の確保。高齢者の移住。 高
齢者向けケアハウス。市民農園を提
供し移住を促す- 上北条
・雇用・高齢者の認知症の予防、元
気な高齢者づくり。-小鴨
・高齢者に優しい場、イベントの開催
-上井

・高齢者の健康づくりというのは大事
なポイントになると思う。健康づくりの
メニューや健康づくりやスポーツ活
動の場所を提供したり。ハードとソフ
トを上手く使い分け、自治連で行って
いる健診率向上プロジェクトみたい
な健康チェックもしながら健康づくり
に繋げていく、そんな仕組みができ
ないか考えていきたい。- 明倫

・ 日本の業種別で言うと、現在の成
長分野はITだが、高齢者福祉となる
ことが予想される。よって、高齢者福
祉に焦点をあて、高齢者に対して優
しい町にすれば、雇用も増えるので
はないか。
。

・高齢者も忙しい（６５歳までは働く） ・介護ロボットの福祉用具への活用 総合政策課
商工課
長寿社会課

地域包括支援センターを核に、福祉
サービスや保険サービス、医療サービス
などの関係機関やNPO等との連携によ
る包括的な地域生活の支援体制づくり
を進める。
介護・医療現場の改善をめざし、看護大
と連携した福祉用具や介護ロボットの普
及促進を行う。
支援体制づくり/ PR

する H27～H31 500 継続 医療・介
護関係者
など

市民意識調査の「高齢期も
安心して暮らせると想う市
民の割合」は64.3％
福祉用具、介護ロボット購
入施設数　0件

市民意識調査の「高齢期も
安心して暮らせると想う市
民の割合」が70％を目標
福祉用具、介護ロボット購
入施設数　　5件

介護ロボット
などについて
は、総合政策
課と協調して
検討する。

72 しごと
づくり

・地元大学と連携した修
学から雇用まで一貫した
医療・介護人材の育成・
確保事業

・若者が地元で就職でき人口流出を
防げる事が出来る様に。
・医療も人口が減少してはなりたた
ない。
・老人が集まればその周囲には若者
も集まります。例えば温泉を活用し
た医療施設等で全国からリハビリを
求めている人達を呼び込むこともで
きるのではないかと考えます。

・看護大の活用。 - 西郷
・看護大学生の定住促進、雇用の
マッチング調査。 個人病院で看護師
不足を情報発信 - 西郷
・ 介護施設 住みやすさ（安心） - 関
金
・教育のまちで学校支援ボランティ
ア、、職場体験、企業人による面接
指導。人材育成、教員、職員の質、
若手職員が勉強する場を-明倫

・ 後継者がいないことが問題。求人
を出してもなかなか応募がない状況
だが、幹部や役員候補について、行
政の信頼を持ってビジネスマッチン
グするようなことも一案。
・ 日本の業種別で言うと、現在の成
長分野はITだが、高齢者福祉となる
ことが予想される。よって、高齢者福
祉に焦点をあて、高齢者に対して優
しい町にすれば、雇用も増えるので
はないか。

・産官学見連携。鳥大、農大、看護
大、倉吉産業高校、倉吉農業高校、
中部技術学校。いろいろな事業講座
を作ってもらい新規の仕事に対応で
きる技能取得する。
・医療施設が多い、看護大学新設、
元気な高齢者＋健康施設の事業化
＝生産従事人口増、医療費減、生
涯を通じた健康な人づくり。

総合政策課
長寿社会課
保健センター

地元大学などの教育機会位と連携によ
る教育カリキュラムの充実により、市内
の医療・介護のニーズに合った人材育
成を支援。また、倉吉で育った人材の活
躍できる雇用先の確保とマッチングを支
援。
人材育成/ 人材育成から雇用までのシ
ステム確立

する Ｈ27～Ｈ
31

500 新規 学生 学生と雇用先のマッチング
支援　0件

学生と雇用先のマッチング
支援　20件

看護大学と連
携した健康づ
くりの推進
総合政策課と
協調して検討
する。

73 しごと
づくり

◆８０歳まで稼げる農林
水産業の推進

・農業地域は大型農業だけではな
く、小規模でも80歳位までは働ける
ので高所得でなくとも個性をだし、生
き生き暮らせる環境でありたい。
・Ｉターン者を呼び込む農林水産業の
活性化政策
・農業政策の更なる拡大をお願いし
ます。
・ 定年退職者へ(中高年)の働ける職
場作り。今まで経験した事が活かせ
る様に会社への雇用を充実させて
ほしい。
・ 高齢者の雇用促進として、フルタイ
ムではなく、短時間労働の職権、企
業が増加するような施策。

・シルバービジネスの育成/新しい産
業は起業できないか

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

74 しごと
づくり

・６次産業化に向けた推
進員による商品開発支援
や異業種連携創出事業

・おいしい農産物を利用して商品開
発や料理の紹介等、生産者や専門
家、消費者を含めたチームで行うこ
とが出来る様サポートがいると思い
ます。
・倉吉産農産物・海産物のブランド
化。
・農産物の加工に知恵とアイデアを
結集し、これぞという逸品を製品化
し、世に出す。農業が栄え、雇用が
生まれ、町が有名になる様な特産品
を作る。

・ A級グルメ、高級を育てる。市が審
査員による認定/ 食べ物の名物を
作る/ 職人の認定制度/ 市が三つ
星を出す認定制度をつくる。- 成徳
・ 食べていける産業の育成。農業だ
けでも食べていける（特色ある取組
み）/ 一馬力でも暮らせる/ 地元大
学を提携しながら農業・工業の新事
業を起こす。 - 上灘

・ブランド化、栽培の技術、職安での
人材確保、地域産業への支援など、
農山村の風景を守るためにも農業
振興と関わって、稼げる農業の進行
をしっかり考えていきたい。- 上北条
・儲かる農業の確立　安定した収入
が得られる/ 6次産業化することによ
り儲かる/ 雇用が増える - 関金
・農業を支援する、いのししを駆除す
る。自衛隊にやらせる/ 猟銃の維持
に支援する/ いのしし牧場をつくる -
高城

・6次産業化などを事業化する際の
金融支援策として、ファンドを活用し
た制度を構築しているところである。
・JAとしては、今後イチゴを重要品目
とし、目玉施策としたい。イチゴは、
価格が安定しており、需要が供給を
上回っている状態である。
・農業大学校と協働するなどして、6
次産業化に力を入れ、付加価値を
持たせブランド化の仕組みを作って
いく。
・ 良いものを食べてもらい、農産加
工品を作り、ブランド化して全国に発

農林課 新しい食品加工商品の開発や、既存商
品の改良による付加価値向上のための
取り組みへの支援。またそのための推
進員の設置。
商品開発や商品改良のための助成/ 人
材育成

しない 既存制度の
活用

7



総合戦略掲載施策関係意見集約表 （資料２）

項目
No.

基本方
針

戦略を構成する施策
※◆印は骨子記載の主
要な施策の柱。中点印は
骨子記載のもの。赤字は
市民提案等によるもの。

市民意識調査結果 子育てアンケート結果 市民対話集会意見 ←対話集会での市長コメント 部会の関連意見 青年団体提案 ←青年団体提案に対する市長コメン
ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

75 しごと
づくり

・地域の特産品の拡大に
向けた新商品（梨、スイ
カ、イチゴ等）のブランド
化、生産拡大事業

・ 上北条の農産物をローソンと提携
して販売する。（高齢者の小遣い稼
ぎ）/ 会社を立ち上げる/社員は住民
/ 特産物（ブランド）をつくる/ コンビ
ニと提携して売り出す/ 農業を続け
て、産物をつくる/ 後継者の育成 -
上北条
・ A級グルメ、高級を育てる。市が審
査員による認定/ 食べ物の名物を
作る/ 職人の認定制度/ 市が三つ
星を出す認定制度をつくる。- 成徳

・仕事確保について、特に地域性が
あって儲かる農業を作るためには特
産品を作って、ブランド化していくと
いうことも大事。
・最近梨でも非常に評価の高い梨も
出てきていてブランド化が必要かな
と思います。－西郷
・ブランド化、栽培の技術、職安での
人材確保、地域産業への支援など、
農山村の風景を守るためにも農業
振興と関わって、稼げる農業の進行
をしっかり考えていきたい。- 上北条

・JAとしては、今後イチゴを重要品目
とし、目玉施策としたい。イチゴは、
価格が安定しており、需要が供給を
上回っている状態である。
・大栄町や北栄町特産のスイカの栽
培は、スイカ御殿ができるほど儲か
ると聞く。スイカは技術面のカバーが
必要だが、カット商品であるため、
マージンをとりやすく儲かりやすい。
・倉吉産の、質の高い農産物を外へ
発信していくPR力が弱い。発信力が
高まれば、収入も増加し、やりがい
につながっていく。
・良いものを食べてもらい、農産加工
品を作り、ブランド化して全国に発
信。

・農業/地元にある素材を磨くしかな
い。強い農業。異常気象が常態化し
てきている。関係研究機関と連携し
て災害に強い作物、品種。災害に強
い農業機材の開発。地域に合った作
物の集積栽培、そして発信、販路の
確保。

農林課 ハウス整備、耕作促進による土地利用
率向上による施設園芸や市の振興を図
る。計画的な安定出荷により農業所得
の安定化を目指す。ＪＡを中心とした企
業とのイチゴ栽培施設整備、栽培手法
の指導。
インフラ整備・PR・人材育成

する H27～H31 100,000 継続 生産農家
等

イチゴ生産農家数　　３経営
体

イチゴ生産農家数　　●経
営体

既存制度の
活用あり

76 しごと
づくり

・ふるさと納税贈呈品によ
る特産品の充実

・ふるさと納税を重点的に取り組ん
で、目的に合わせた財源確保してゆ
くべき。高いビジョンを持てばアイデ
アも豊富にでて、ふるさと納税にも期
待が持てます。

・仕事の確保。農業　梨・ネギなど。
PRをしてもらう/首都圏アンテナ
ショップ/ふるさと納税の贈呈品－北
谷
・稼げる農業・産業・職人。補助金/
ブランド化/もちしゃぶ/宣伝/ふるさ
と納税/農業とクリエイティブな職業
の人をつなげる/外とのパイプがあ
る人を市が雇う－明倫
・ 強力かつ有効的なPRの展開。本
気で向かう。観光地再発見、再構築

・倉吉産の、質の高い農産物（プリン
スメロン等）を外へ発信していくPR力
が弱いと感じているが、発信力が高
まれば、収入も増加し、やりがいに
つながっていくのではないか。
・ 良いものを食べてもらい、農産加
工品を作り、ブランド化して全国に発
信する。
・エンドユーザーへの訴求が弱い。
ブランド化を図ろうとしている。

・ふるさと納税/県外に出て行った人
が倉吉にどう貢献してくれるかも考
える必 要がある。
・「倉吉ふるさと市民」はふるさと納税
を、倉吉市住民になれば優遇税制を
/高齢者があんしんして暮らせる社
会づくり
・都会に住む倉吉ふるさと市民として
ふるさと納税を行い倉吉の税収を支
える。

総合政策課 ふるさと納税してもらうことで贈呈してい
る倉吉の特産品をさらに広めていくため
にも「ふるさと納税」してもらうための仕
組み、計画の立案。

する H27～H31 1,000 継続 特産品生
産者

贈呈品種類　約50種 贈呈品種類　約100種

77 しごと
づくり

・海外も含めた戦略的な
販路拡大促進事業

・ 海外へ向けてアピール。 ・稼げる農業・産業・職人。補助金/
ブランド化/もちしゃぶ/宣伝/ふるさ
と納税/農業とクリエイティブな職業
の人をつなげる/外とのパイプがあ
る人を市が雇う－明倫

・「倉ビズ」による起業などへの支援
を進める。特区申請による規制緩和
を利用し、倉吉だからこそできる取組
に挑戦する。輸出入に対し、事務的・
金銭的支援を行う。中心市街地活性
化策として、赤瓦を導入した新築に
対し補助をし、景観に統一感を持た
せ、「日本でいちばん、日本らしいま
ち」を目指すなど。
・ブランド化により輸出を拡大させ、
農家にお金が落ちる仕組みにする
必要があると思う。また、「オーガ
ニック村」をつくり、ブランド化、健
康、観光と関連して複合効果が期待
できる。
・輸出には規制があり、簡単に個人
が輸出できない状況である。倉吉の
良さを海外に発信しながら、海外の
ものを取り入れることは重要である
ため、輸出入に関する知識を習得す
るために支援が必要である。
・ 市内に農産加工施設はあるのか。
施設も大事だが、販売ルートを確保
することが重要。うまく付加価値をつ

かけるが、倉吉市の知名度が低す
ぎると感じる。市のインパクトが少な
い。もっと露出をして、市の知名度を
上げてはどうか。

での知名度もまだまだ。ＰＲについ
て、努力を続けていきたい。鳥取県
民は、ＰＲ下手といわれているが、県
とも協力して頑張っていきたい。

ばしていくことだと思う。

スマイルカンパニーと協力しながら、
市のイメージキャラクターくらすけくん
を活用したＰＲを考えている。

農林課
商工課

鳥取県やJA鳥取中央をはじめとする関
係機関との連携のもと、倉吉ブランドの
積極的なPRを推進し、販売ルートを確
保・拡大するための取り組みを強化。ま
た、外国を視野に入れた販路開拓の検
討実施（中国富裕層をターゲットとした梨
の販売など）
連携強化/ PR/ 販路開拓

する H28～H31 3,700 継続 市内事業
者

海外販路開拓　0件 海外販路開拓　1件 ジェトロとの
連携を強化す
る

78 しごと
づくり

・優れた地元食材の周知
と活用を図る「食」のブラ
ンド力開発事業

・ 海外へ向けてアピール。
・ 倉吉産農産物・海産物のブランド
化。
・倉吉のＢ級グルメの様な名物をつく
る。ラーメン横丁の様に店を集めて
人が集まる町づくり。
・農産物の加工に知恵とアイデアを
結集し、これぞという逸品を製品化
し、世に出す。農業が栄え、雇用が
生まれ、町が有名になる様な特産品
を作る。

・稼げる農業・産業・職人/宣伝/外と
のパイプがある人を市が雇う－明倫
・農業　梨・ネギなど。PRをしてもらう
/首都圏アンテナショップ/－北谷
・専業農家でもうかる農業をアピー
ル！全国からやりたい人を呼び込
む。 - 北谷
・特産物をつくる→食べ歩きツアーを
つくる/ 農産物：極実スイカ、梨、柿、
ブドウ、野菜、米（加工品）- 西郷
・ 上北条の農産物をローソンと提携
して販売する。/ ブランドをつくる/ 農
業を続けて、産物をつくる/ 後継者
の育成 - 上北条
・ A級グルメ、高級を育てる。市が認
定/ 食べ物の名物を作る/- 成徳
・特産品（付加価値）地ビール等。資
産地消で。/地のものを使う、雇用す
る。 - 高城
・産業振興・地区基盤は農業・ブラン
ド品がある/・ブランド化により収入
が増える・収入が増えれば人口増に
なる・UIターンが増える・夢が持てる-
社
・仕事・生計の立つ農業・/-社
・梨は上小鴨-上小鴨
・農業/倉吉の強みは農業、売る力
を持つ事が大事-上井

・仕事確保について、特に地域性が
あって儲かる農業を作るためには特
産品、花やしいたけ、新幹線といった
特産品を作って、ブランド化していく
ということも大事だと思う。地域の産
業をいかに確保するかということは、
若者定住にとっても大事。地方創生
でも仕事、雇用の確保は一番大きな
テーマになると思っている。認定農
業者の要件緩和も必要じゃないかと
いうご提案もあった。- 北谷地区
・農産品の食べ歩きツアーやブラン
ド化というのが大事なポイントになっ
てくる。日本で一番おいしいスイカと
いうことで極実スイカをテレビで取り
上げていただいた。ブランド化という
のは最近梨でも非常に評価の高い
梨も出てきていてブランド化が必要
かなと思います。－西郷
・ブランド化、栽培の技術、職安での
人材確保、地域産業への支援など、
農山村の風景を守るためにも農業
振興と関わって、稼げる農業の進行
をしっかり考えていきたい。- 上北条

・倉吉産の、質の高い農産物（プリン
スメロン等）を外へ発信していくPR力
が弱いと感じているが、発信力が高
まれば、収入も増加し、やりがいに
つながっていく。
・6次産業化の成功に向けて、デザイ
ンの磨き上げと、ストーリー性をどう
持たせていくかがキーになってくる。
・智頭では、「智頭杉」として木材の
ブランド化がされているが、倉吉に
はそのようなブランド材がない。しか
し、倉吉地域（1市4町）では、森林が
森林認証を受けている。今後、公共
施設への国産材使用など需要が高
まっていくことが予想されるため、森
林認証をブランドとして売り出してい
ける。
・ブランド化により輸出を拡大させ、
農家にお金が落ちる仕組みにする
必要があると思う。また、「オーガ
ニック村」をつくり、ブランド化、健
康、観光と関連して複合効果が期待
できる。
・ 市内に農産加工施設はあるのか。
施設も大事だが、販売ルートを確保
することが重要。うまく付加価値をつ
ける。
・ 良いものを食べてもらい、農産加
工品を作り、ブランド化して全国に発

農林課  安全・安心な倉吉ブランドへの基準見
直し・制定。イメージアップや周知拡大、
産地間競争力の高い売れる農産物の確
保に取り組む。
ブランド基準の確立/ PR

する H27～H31 2,500 新規 生産者・
事業者

ブランド基準の確立数　0件 ブランド基準の確立数　5件

79 しごと
づくり

・ファーマーズマーケット
整備などマーケティング
強化と販路拡大の推進事
業

・首都圏アンテナショップ/ふるさと納
税の贈呈品－北谷
・儲かる農業。特産・花・シイタケ/野
菜パック販売/農地オーナー制度 -
北谷
・ 空き店舗を活用して（記念館、チャ
レンジショップ）/ 朝市をやる - 上北
条
・ 農業で生きる。ブランド化/ 若人
（めずらしいもの・鮮度を活かす）/
土地の提供/ 栽培の技術を教える/
方法を工夫する/ コーディネート、宣
伝、広報、流通方法 - 上北条
・買い物をする場所を作る（倉吉全

・地方創生予算に計上している、「全
国トップレベルの経営相談会を開催
する経営相談等推進事業」、「職業
情報提供、空き店舗マッチング支
援、市内事業者の販路開拓支援を
行う地域産業活性化推進事業」につ
いては、私たちの会でもでも進めて
いるが、協働で進めていきたい。
・エンドユーザーへの訴求が弱い。
ブランド化を図ろうとしている。

総合政策課
農林課

 顔の見える距離での生産者と消費者
で、安心・安全に加えて農産物が売り出
されるまでにある背後のストーリー性を
加えた販売計画の立案。健康農園や農
業体験プログラムなどの観光商品として
の農産物の活用。
マーケティング戦略検討/ 観光としての
農産物活用

する H28～H31 - 継続 農林水産
業者、消
費者

直売所の販売金額（JA鳥取
中央管内）
458,876千円

直売所の販売金額（JA鳥取
中央管内）
（JA鳥取中央が設定）

80 しごと
づくり

・倉吉のシティＰＲ強化を
促進

・最近では明倫地区の「メイリーン」
はちみつや、小川酒造の建物など新
たにＰＲできるものが増えてきた。
「倉吉にしかない特別な物」をもっと
アピールするべき。くらすけくんは上
手く活用する。
・倉吉市の良いところを日本中にＰＲ
すべき。季節ごとの美しい自然や、
整備された街は他市にも負けないと
思う。
・ 「アザレアのまち」として美しい景
観、文化的な交流のある賑やかな
町、農村文化、ウォーキング、山登り
等健康的な町(温泉)としてのＰＲ、意

・倉吉市のアピールを全国に発信。-
北谷
・地震が少なく、安全面を考えても良
い。いいアピール材料になるので
は。- 上北条
・祭りなど帰省するよう情報発信。埋
もれている資源の情報発信- 成徳
・移住者にPRする（対話集会に参加
し話し合う）/- 関金
・ 魅力をつくりあげていってメディア
発信していくことも大切。 - 上灘
・ 倉吉のいい所をもっとPRする様に
なるとよい。- 高城

・人口を増やす意味でも、倉吉の良
いところ、北谷のいいところを全国に
PRしていってはどうか。- 北谷
・倉吉市としては高齢者で地方に移
住したい方に、倉吉市を選んでいた
だけるよう情報発信も含め考えてい
かないといけないと思っている。- 西
郷
・今非常に「安全」というものの価値
が高まってきている時代。地域の
「安全」をPRに十分活用していきた
い。- 上北条

・子育てしやすいまちとしてアピー
ル。
・ 若い世代のビジネス成功例を倉吉
のビジネスモデルストーリーとして発
信。
・倉吉の産業を担う若者が帰ってき
やすい環境づくりとプロモーションが
必要。
・ＡＲやクラペディアなどを使って、倉
吉の良い「食」を有効に情報発信を
していけたら良いのでは。
・AIR（アーティスト・イン・レジデンス）
※が開催されている。アーティストが
倉吉の良さを発※国内外からアー

る。もっと露出をして、市の知名度を
上げてはどうか。

みに、ＰＲを行ってはどうか。

たＰＲとして、また兵庫県相生市で
は、子育て支援のＰＲとして、テレビ
ＣＭをたくさん流しているが、倉吉市
でも同じようにＰＲすることはできな
いか。

点も多いかと思うが、現時点では市
報、ＣＡＴＶ等を通じでＰＲを行ってい
るところ。
・  海外での知名度も低いが、国内
での知名度もまだまだ。県とも協力し
て頑張っていきたい。

スマイルカンパニーと協力しながら、
市のイメージキャラクターくらすけくん
を活用したＰＲを考えている。

しいが、県とも話し合いながら検討し
ていきたい。

総合政策課
観光交流課
関西事務所

インターネットやパンフレットなど既存の
メディアを活用した情報発信の充実、旅
行会社へのセールスプロモーションの推
進、更に映画・テレビのロケーションの
誘致などを実施
・観光大使の積極的な活用
・くらすけくんの活用(LINEスタンプ)
・関西エリアでのＰＲ

する Ｈ27～Ｈ
31

2,500 拡充 県外者・
観光客

観光客入込数　137万人 観光客入込数　150万人

81 しごと
づくり

・ギンザケ養殖、薬用作
物、竹活用など中山間地
産業の活性化事業

・地域素材を活かしたビジネスの創
出。竹炭や竹チップなどを作る。荒
廃した山林を整備することになる。 -
上北条
・ 関金の特色を生かす。山村・農業
→起業化、集約化/ 温泉/ 自然・区
別化/ 竹の加工 - 関金
・地域資源の活用。農地、林池の維
持/ 魅力ある産業の実現/ 儲かれ
ばやる人がいる - 高城
・竹活用で環境保全と産業化-上小
鴨

・竹水自体は非常に有効な資源であ
ると認識している。なので、竹林整備
と商品化が繋がればいいと思ってい
るところ。
・ 「農地」については、耕作放棄地を
飲食店などのニーズに合わせた活
用をすすめている。「ブランド化」につ
いては、倉吉の食（農産物）などの6
次産業化に力を入れる。「空き家」に
ついては、地域活動の拠点として新
たな役割を見出している。「再生エネ
ルギー」については、地域規模に
合った無駄の少ない循環型のエネ
ルギー利用を考えている。

農林課  地域資源を新たな産業分野として活性
化につなげる。例）竹林を環境面で活用
した木質系バイオマス発電などの基礎
調査を実施して、産業化が可能かどうか
を研究。発電、熱利用、燃料化など、エ
ネルギー関係の産業化を研究。 調査・
研究

する H27～H31 新規 農林水産
業者

地域資源を活用した新たな
産業化数　－件

地域資源を活用した新たな
産業化数　５件

81.5 しごと
づくり

木質バイオマス等再生可
能エネルギー活用支援

・地域素材を活かしたビジネスの創
出。竹炭や竹チップなどを作る。荒
廃した山林を整備することになる。 -
上北条
・ 関金の特色を生かす。山村・農業
→起業化、集約化/ 自然・区別化/ -
関金
・地域資源の活用。農地、林池の維
持/ 魅力ある産業の実現/ 儲かれ
ばやる人がいる - 高城

・ 「農地」については、耕作放棄地を
飲食店などのニーズに合わせた活
用をすすめている。「ブランド化」につ
いては、倉吉の食（農産物）などの6
次産業化に力を入れる。「再生エネ
ルギー」については、地域規模に
合った無駄の少ない循環型のエネ
ルギー利用を考えている。
・林業従事を希望する移住者の受け
入れなどの進めていきたい。
・木材の需要は、建材以外にも再生
可能エネルギーとしての需要が高
まっており、今後の傾向が継続する
とみられる。

環境課
農林課

豊富な森林資源を活かした木質バイオ
マスなどの自然エネルギーの事業化に
向けた具体的な活用方法について調査
研究を行う。特に、木質バイオマス発電
及び木質チップボイラー等の事業化に
向け、関係課をはじめ事業者等と市内
のポテンシャルについて調査研究を行
う。また、事業者へ周知を行い産業とし
ての事業化について支援を行う。

する Ｈ27～Ｈ
31

400 新規 自然エネ
ルギーの
導入に取
り組む事
業者

自然エネルギーの導入に取
り組んでいる事業者数：5件
（太陽光発電等）

自然エネルギーの導入に取
り組んでいる事業者数：8件

8



総合戦略掲載施策関係意見集約表 （資料２）

項目
No.

基本方
針

戦略を構成する施策
※◆印は骨子記載の主
要な施策の柱。中点印は
骨子記載のもの。赤字は
市民提案等によるもの。

市民意識調査結果 子育てアンケート結果 市民対話集会意見 ←対話集会での市長コメント 部会の関連意見 青年団体提案 ←青年団体提案に対する市長コメン
ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

82 しごと
づくり

・60歳からの農業の担い
手を支援する篤農家技術
指導や定年帰農者支援
事業

・Ｉターン・Ｕターンを可能にする為、
仕事の斡旋、後継者作り。
・農業の再生です。鳥取県は全国で
も最も人口の少ない県です。その中
で生活するためには農業を仕事とし
て生活できる環境が必要と思いま
す。国連でも2014年から国際家族農
業年(？)を提唱しています。持続可
能な農業が必要です。

・農業の移住- 北谷
・菜園付住宅。農林業を支援する方
の移住を支援 - 北谷
・認定農業者の条件を緩める。補助
金の交付。- 北谷
・農業に魅力を感じる若者や退職者
を呼び込む！- 西郷
・農業で食べれる地域をつくる/ 空
家をリフォームして住んでもらう。/ ＩＴ
を使った農業- 上北条
・ 移住による農業振興 （県外の人、
外国人）/ 起業の支援（市民と事業
者の仲立ち）/財政支援 - 上北条

・ブランド化、栽培の技術、職安での
人材確保、地域産業への支援など、
農山村の風景を守るためにも農業
振興と関わって、稼げる農業の進行
をしっかり考えていきたい。- 上北条

・「篤農家技術指導推進事業」につ
いて、新規就農者への技術指導支
援については、とても良い施策だと
感じている。だが、新規就農予定者
についても支援できれば。

・若者にこだわらない、高齢者の呼
び込み。空家、耕作放棄地を利用し
て、定年退職者を第一に誘い込む。
60代が集まれば、子ども、孫も来る
ようになるし、定住を希望する若者も
出てくるだろう。元気な60代は地域
奉仕にも参加してくるだろう。

農林課 これまで手伝い程度の農業従事で定年
を迎えた方のうち本格的に農業を始め
る意思のある定年機能者を新たな担い
手としてとらえ、農業技術習などへ支援
する。
技術指導

しない - - - - - - 県立農大の
活用により、
県事業として
対応

83 しごと
づくり

・格安農機具リース事業 ・新規就農へのハードルを下げるた
めの、格安による農機具リース。-
上北条

農林課 新規就農者や若い世代の農家の方に
格安で農機具を貸し出すことにより、負
担を減らすことを検討する。
施設提供/ 助成

しない - - - - - - 貸出用農機
具の確保と利
用調整が困
難であるた
め。84 しごと

づくり
・ＩＣＴ活用による有害鳥獣
総合対策事業とジビエ販
売先確保支援事業

・ 関金ハムの再開についてはぜひ
実行したい。
・ ジビエについては、狩猟することは
良いが、加工する施設が現在、中央
管内では三朝にしかなく、搬送する
にも遠い。「ジビエ販売先確保支援」
の事業に絡め、市内に加工施設の
建設も検討していただきたい。

農林課  イノシシの飼育事業者に対する飼育場
整備やICT活用等の助成。鳥取県中部
イノシシ産業化プロジェクトを中心に有
害鳥獣捕獲の推進と新たな産業の創
出。ジビエの最終出口（捕獲、加工、販
売）を確保することによる新たな産業祖
創出。
事業実施支援/ 販売先の確保

しない - - - - - - 県の既存事
業などを活用
して対応す
る。

85 しごと
づくり

◆にぎわい創出と観光業
の振興

・観光が一つの大きな産業となる
と思います。

・倉吉市の「打吹玉川伝統的建造物
群保存地区」と大阪府の富田林寺内
町と広域に連携し、国内版姉妹都市
のような取り組みを広げて、お互い
の市が活性化したらいい。
・成徳小を再編で廃止し、グラウンド
を観光拠点として「観光交流センター
（仮称）」を配置し、大物産館、大駐
車場として整備する。
・琴桜の像のところに桜を植えては
どうか。桜の時期には、打吹公園の
桜とともに琴桜の桜も見られることを
願う。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

86 しごと
づくり

・伝統的建造物群保存地
区内の観光拠点施設整
備事業

・ 赤瓦も観光客だけでなく地域の人
達が普段から買物、食事に利用でき
る街作りをお願いしたい。是非気軽
に入れる「おしゃれ」なカフェを2～3
軒作ってほしいです。「白壁土蔵」×
「昭和」×「下北沢・吉祥寺」=旧市街
地。という街づくりをされてはどうか。
・白壁土蔵群からさらに観光ゾーン
を拡大し、市内の活性化に繋げる。
・赤瓦周辺も「観光客の地区」にしな
いで地元の人達もリピートできる「普
段着の町」にしてお店も拡散させて、
そぞろ歩きが出来る町並みにする。

・ 「にぎわい」のある町にしたい。（観
光資源の有効活用）。情報提供/観
光ガイドの養成/住民への働きかけ
（意識）/事業者に対する支援（起業）
- 明倫
・にぎわい、集客施設の充実。 スー
パーマーケットをつくる./ 娯楽施設を
つくる/ レトロな「昭和の街」として
（赤瓦・白壁土蔵群）倉吉市街地を
売り出す/ イベントの開催/ 企業誘
致/ 地域リーダーの育成が必要（盛
り上げる人）/ 河川敷など広場施設
の整備・活用/ 麦まつりを毎年する
- 上北条

・小川邸の整備が進められると聞い
ているが、ここにも良い収蔵品があ
る。庭も素晴らしく、足立美術館のミ
ニバージョンができるのではないか
と思う。倉吉市の商家に良い美術品
がある。これらの美術コンテンツを
もっと生かすべきである。
・ 倉吉市らしさとは何かを言えば、重
伝建地区、スポーツなどではない
か。
・ 白壁あたりでは観光客を多数見か
けるが、その外部で観光客を見る機
会が少ない実感がある。

・観光/趣味グループを観光地区に
集め（場所提供）作成作業見学、販
売を観光資源とする。工芸村（工芸、
木工、竹細工、革細工、手芸等）、竹
のまち（現在ある竹に関わるGPを結
集して集積効果をねらう）、健康村
（グランドゴルフ、ノルディックウォー
ク、ニュースポーツ等、高齢者が集
まり易くする）

総合政策課
観光交流課
文化財課

空き店舗等へのテナント誘致や魅力拡
充等を図りながら、歴史的景観と県指定
文化財等を活かし、伝建制度を活かした
まちづくりを行うことで観光客などの交
流人口の増加を図る。
低額での空き店舗の提供/ 空き店舗を
活用した出店や企業支援/ PR

する Ｈ27～Ｈ
31

1,500,000 継続 建物所有
者

店舗等整備　3軒
※H26年度整備件数

店舗等整備 10軒
※H26～31年度述べ数

伝建修理・修
景事業8件。う
ち、空家から
店舗等への
改修は3軒）

87 しごと
づくり

・白壁土蔵群内の空き店
舗のリノベーションを活用
したカフェ・旅館等整備事
業

・ 赤瓦も観光客だけでなく地域の人
達が普段から買物、食事に利用でき
る街作りをお願いしたい是非気軽に
入れる「おしゃれ」なカフェを2～3軒
作ってほしい。「白壁土蔵」×「昭和」
×「下北沢・吉祥寺」=旧市街地。と
いう街づくりをされてはどうか。
・白壁土蔵群の周辺、もう一つ綺麗
になりませんか。空家が多く、ボロボ
ロになっているもう少し観光地らしく
すっきりとした街並み(せめて外景だ
けでも)にできないですか。

・にぎわい、集客施設の充実。 スー
パーマーケットをつくる./ 娯楽施設を
つくる/ レトロな「昭和の街」として
（赤瓦・白壁土蔵群）倉吉市街地を
売り出す/ イベントの開催/ 企業誘
致/ 地域リーダーの育成が必要（盛
り上げる人）/ 河川敷など広場施設
の整備・活用/ 麦まつりを毎年する
- 上北条
・ 中部に公共施設を。国際的な高
校・大学
・観光客を増やす、白壁土蔵を中心
として社～関金のルートをつくる-社

・倉吉には赤瓦や白壁、古き良き商
店街などがあり、この良さを活かして
いければ良いと思う。

した若者が経営するカフェが立ち並
び、活気があるようだが、倉吉市でも
白壁土蔵群周辺の空き家を活用し
た店舗展開などを行い、全国発信し
てはどうか。

の規制が厳しく、出店の際の空き家
の改修などが難しいと聞くが、規制
緩和などを行ってはどうか。

いては、具体的に提案があれば検
討したい。

民家・空き家の活用などと併せて研
究していきたい。

・赤瓦・白壁あたりを中心に今どきな
カフェを作るとか、雑貨屋を集合させ
た一帯をつくる（例：松江のカラコロ
工房）
・白壁土蔵は、「昭和の手作り工房」
の集落があるとよい。特に地元名産
を意識せず、懐かしい駄菓子で良
い。それらを観光客の目の前で作る
ということが重要。夜店、露店の空地
への出店や、土日祝日の大道芸、
平日の団体には予約制で招き、街
角をおもちゃ箱への変身させる。

総合政策課
観光交流課
商工課

空き店舗などを活用した出店、それに伴
う基盤整備。
助成/ インフラ整備

する Ｈ27～Ｈ
31

10,000 拡充 事業者 リノベーションカフェ設置　0
店舗

リノベーションカフェ設置　3
店舗

88 しごと
づくり

・歴史や町並み活用した
ストリー性のある観光商
品造成事業

・ 土蔵群辺りをもっと活性化させる。
・ 古くから伝わる祭りや行事等を絶
やさないよう倉吉独特な伝統を活性
化につなげていければいいと思う。
・歴史あるものを再発見して市を中
心に守り、他へ発信して（市県の財
産となりうるものを育てる）

・目玉を作る→里見八犬伝のドラマ
化- 西郷
・伝建群/ 農業体験/ 遊びの質の変
化。レジャー型から体験型へ - 上北
条
・大坂記念館/・市民に明るさを与え
る・歴史・文化に触れる・本物の持つ
オーラは大きい-明倫
・観光・公口桜もみじも（打吹山活か
す）ニーズに合わせたコース作り-小
鴨
・地域づくりと歴史の伝承/・子供が
街を誇りにする様になる・角原もの
がたりや弓削ものがたりを作る-小
鴨

・にぎわいづくり、特に観光が大事な
のかなと思う。倉吉の資源を活かし
ながらまさに人が生き返る、若い人
たち、高齢者の方も含めて行き交っ
てにぎわいのある地域づくりが高齢
者の元気にもつながっていくという視
点で考えていきたい。 - 明倫

・小川邸にも良い収蔵品がある。庭
も素晴らしく、足立美術館のミニバー
ジョンができるのでは。倉吉市の商
家に良い美術品がある。これらの美
術コンテンツをもっと生かすべき。
・ 市内に素晴らしい収蔵品がある
が、我々が見る機会がない。
・都市圏にある学習塾では勉強合宿
を定期的に行っており、旅行会社を
通さずに合宿場所を決定する場合も
多い。中規模の人数が定期的に訪
れることから、ターゲットとして注目し
てもいいのではないか。

く、絵下谷や小鴨の桜が大きくなり、
名所となりつつある。宴会をするよう
な広場はないが、これらを結び付け
て観光資源にできるようなことを検
討したい。

・白壁土蔵は、手作りの駄菓子の工
場やアイスキャンデーの工場とか
「昭和の手作り工房」の集落がある
とよい。それらを観光客の目の前で
作る。夜店、露店の空地への出店
や、土日祝日の大道芸など、街角を
おもちゃ箱へと変身させる。
・倉吉は里見八犬伝など、物語にゆ
かりが深い。現代風に捉えて、アニ
メーションの街にしてはどうだろう
か。舞台設定を倉吉にして、登場す
る場所の観光PRをする。パワース
ポット等もつくる。若い人がたくさん
来るまちが理想。

観光交流課 今ある資源を活かし、生活の香りのする
古い町並み、懐かしさ、癒しなどのまち
の風情を特化し、まちにストーリー性を
持たせることで、「倉吉らしい」観光地づ
くりを目指す。地域資源の掘り起こしや
年間を通じたイベント開催。
インフラ整備/ 出展支援/ イベントPR

する Ｈ27～Ｈ
31

700 拡充 観光客 観光客入込数　137万人 観光客入込数　150万人 観光振興に
おいては、現
在まで里見
氏、大坂淀屋
などストー
リーを活用し
た手法は取り
入れられてき
た。今後も、
様々なコンテ
ンツを活用し
た集客増の
取り組みが期
待できる。
Ex.「ひなび
た」「グッスマ
フィギュア」89 しごと

づくり
・農業・自然体験ツアー ・ 農業・自然体験ツアー - 北谷

・伝建群/ 農業体験/ 遊びの質の変
化
レジャー型から体験型へ - 上北条
・交流（実施すれば良い例）/ 若い人
を引き付けるイベント/ 都会の人と
の交流/ 農業やウォーキングなどの
体験/ 自然とのふれあい/ 小中学校
で地元のすばらしさを学ぶ - 関金
・地元の隠れた宝の発掘）おいしい
ものが食べられる場所、温泉・自然
の活用、農業体験とセットで-上小鴨

・ 「観光と農業のまち」など、観光と
農業、文化などを関連付けたものを
考えてほしい。
・ 「体験型旅行誘致協議会」では、
教育旅行に関してさらに絞り込んで
ターゲット、人数規模などを出してい
く必要があると考えている。

観光交流課
農林課

既存の施設を教育宿泊施設、自然学習
施設、体験型観光施設として整備し、観
光スポットを巡るだけの観光ではなく、
体験型＆独自のもの、人との触れ合い
を前面に押し出した体験型旅行の推
進。また、新規開業に向けた旅行業法、
経営スタイル、サービス形態に関する相
談・支援の実施。
受け入れ態勢整備/ 改修整備/ PR

する H26～
H31

500 拡充 観光客 農業型体験旅行参加者
600人

農業型体験旅行参加者
1000人

自然体験ツ
アーは関金温
泉旅館組合
が既存宿泊
施設において
取り組んでい
る

90 しごと
づくり

・とっとり梨の花温泉郷広
域観光協議会のDMOに
よる広域観光施策推進事
業

・少子高齢化に歯止めをかけるのは
難しいと思いますので、近隣の北栄
町や湯梨浜町との連携が重要では
ないでしょうか。これから市町村合併
するのは不可能だとは思いますが、
単独の市町での発展は非常に難し
い時代になっていると思います。
・市内の主要なバス停を早く4ヶ国標
記にして下さい。又、主要な施設に
は無料ＷＩＦＩを設置して下さい。バス
の行先案内も4ヶ国標記を検討お願
いします。

・ 「にぎわい」のある町にしたい。（観
光資源の有効活用）。情報提供/観
光ガイドの養成/住民への働きかけ
（意識）/事業者に対する支援（起業）
- 明倫

・ 関金温泉を発信すること。温泉を
活用したリゾート開発が考えられる。
 ・外国からの観光客に対して、通訳
機器などを導入することによる言語
問題対応や交通情報提供により、更
なる集客があるのでは。

取り組みなどを検討してはどうか。

などを開設してはどうか。

とが効果的だと考えているか。

観光協議会に蒜山観光協会も参加
いただき、協力・連携を図っている。
ただ、具体的な観光プランなどを作
成できてい状況。

観光をしてもらう、あるいはその逆の
プランなども検討を進められる。蒜
山の真庭市では、バイオマスの取組
が盛んにおこなわれているが、そこ
でも連携ができないか考えることが
できる。

力的。今後も研究していきたい。

ては、交流人口、外国人観光局の誘
客などをいかに伸ばすかということ
が大事だと考えている。

観光交流課 とっとり梨の花温泉郷広域観光協議会
を法人化し、旅行業登録により組織体制
を安定化させることで、圏域版のDMOを
整備する。
また、国内はもちろん、外国からの誘客
を図るため、多言語化対応したマップや
道導・看板、wi- fi等の観光基盤整備を
行い、併せて多言語化対応したマップや
道導・看板、wi- fi等の観光基盤整備す
る。

する Ｈ27～Ｈ
31

H27
8363千円

新規 観光客 中部地区の年間観光客入
込数2,128千人

中部地区の年間観光客入
込数2,200千人

・梨の花法人
化及び旅行
業資格取得。
・インバウンド
受入体制整
備
・窓口拠点整
備

91 しごと
づくり

・コンベンション等誘致支
援やスポーツコンベンショ
ンプログラム開発事業

・各種大会を主催し県外からの選手
参加を増やすことも観光の一助にな
るのでは。
・ スポーツ、文化、諸会議等々。他
県から人を呼び込んで倉吉市を活
性化させていく。
・未来中心の活用について、立派な
施設があるので各種の会議、大会
等、諸行事を県内はもとより県外か
らも積極的に誘致し、倉吉のＰＲ、賑
わい、人との交流、物産販売に資し
てはいかがですか。

・今までも企業誘致を一生懸命やっ
てきて、この上北条地区にも進出し
ていただいた企業もある。継続的に
努力をしたい。- 上北条

・スポーツ用品販売のミズノは公共
スポーツ施設の運営委託も手掛け
る。強みは、スポーツ施設を起用し
たイベント開催や、子どもを対象にし
た教室など。 倉吉においても、誘致
する効果は大きいと考えられ、ぜひ
検討してほしい。
・「コンベンション」は人材さえいれば
実行可能。倉吉観光マイス協会など
の予算を拡充してもらい進めてほし
い。
・市内でスポーツセンターを運営して
いるミズノさんを活用してスポーツコ
ンベンションを実施してはどうか。

観光交流課
生涯学習課

とっとりコンベンションビューローとの連
携のもと、コンベンションの誘致・開催を
進める。また、市内の運動施設の活用し
たスポーツコンベンションプログラムの
開発も検討する。

する H27～H31 47,000 継続 スポーツ
愛好者、
観光客等

新たに「合宿利用団体数・
利用者数、誘致した大会
数・参加者数」を調査する

合宿利用団体数・利用者
数、誘致した大会数・参加
者数

92 しごと
づくり

・オリンピック会場の「芝」
活用検討事業

・倉吉市らしさとは何かを言えば、重
伝建地区、スポーツなどではない
か。
・オリンピック会場で使われた芝を2
次利用することが想定されるが、地
方での活用方法の検討が求められ
る。

商工課
農林課
生涯学習課

鳥取県芝生精算指導者連絡協議会と連
携し、倉吉の芝のPRを目的とした、芝生
化シンポジウムや芝生PR事業、芝生化
実証、芝生化効果検証を公園施設や学
校で実施することを検討する。
助成/ 協力体制/ PR

する H28～H31 未定 新規 関係施設
管理者

ない
新たに「合宿利用団体数・
利用者数、誘致した大会
数・参加者数」を調査する

合宿利用団体数・利用者
数、誘致した大会数・参加
者数

9



総合戦略掲載施策関係意見集約表 （資料２）

項目
No.

基本方
針

戦略を構成する施策
※◆印は骨子記載の主
要な施策の柱。中点印は
骨子記載のもの。赤字は
市民提案等によるもの。

市民意識調査結果 子育てアンケート結果 市民対話集会意見 ←対話集会での市長コメント 部会の関連意見 青年団体提案 ←青年団体提案に対する市長コメン
ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

93 しごと
づくり

・誘致企業と連携したポッ
プカルチャーによる観光
客等誘致促進事業

・円形校舎を残し、全国初のフィギア
の殿堂に生まれ変わらせる。
・漫画と絡めた地域の盛り上げ方が
あるが、ブームに乗っているときは
良いが、今後飽きがくるのでは？
・何かのアニメとコラボでもしてみれ
ば？
・スポーツ、文化、諸会議等々。他県
から人を呼び込んで倉吉市を活性
化させていく。
・ 企業誘致により若者の定住をは
かっていけばと思います。
・インターネット等、情報網を利用し
て倉吉市の良いところをもっと日本
中にＰＲすべきと思う。

・まち歩きMAP、ガイドブック- 成徳
・雇用の選択肢を増やす（企業に来
てもらう）。企業に対して宣伝（強み・
良さ）する。－明倫
・ 雇用の確保。企業誘致/既存企業
の支援- 北谷
・企業誘致。働く場UIターン増 - 関
金

・子供を産む世代が増えないと人口
は増えない。ある程度の規模の企業
誘致は必要だと考えている。その際
には、市民に見えるように情報を提
供してほしい。
・AIR（アーティスト・イン・レジデンス）
※が開催されているとのことだが、
アーティストが倉吉の良さを発信す
れば、行政が発信するよりも違う人・
地域に波及効果が生まれると思う。
・ 市内に素晴らしい収蔵品がある
が、我々が見る機会がない。また、
博物館については行き方の案内が
不十分である。
※国内外からアーティストを一定期
間招へいして、滞在中の活動を支援
する事業。

が効果的だと考えているか。 誘致、移住定住などに取組んでいる
が、人にもお金にも限りがある中で、
優先順位をつけながら必要な施策を
について取組を進めている。

・WEB系の企業などは立地を問題に
しない場合が多く、逆に維持費を抑
えられる場所に移転するケースもあ
ると聞きます。ネット上で事業が成立
するので、従来の地方が不利という
考え方には当てはまりにくいとも考
えています。もしかすると、雇用も生
み出せるかもしれません。

観光交流課
商工課
関西事務所

フィギュア生産の拠点として、雇用の確
保にとどまらず、地元企業や地域と連携
したポップカルチャーを活用した地域づく
り、新たな観光客の増加とコラボ企画に
よるブランド力向上を図る。
また、既存のまち歩きｍａｐの見直し。ま
ち歩きmap改訂に向けてのニーズ調査と
その結果を反映させた改訂版の作成す
る。
ニーズ調査/ マップの改訂

する H27～
H31

4,000 拡充 県内外観
光客

中部地区の年間観光客入
込数2,128千人

中部地区の年間観光客入
込数2,200千人

95 しごと
づくり

・倉吉発の食事処の発掘
促進

・特産物をつくる→食べ歩きツアーを
つくる/ 農産物：極実スイカ、梨、柿、
ブドウ、野菜、米（加工品）- 西郷
・ 特産品をつくる/ 伝統を活かしたも
の
・ A級グルメ、高級を育てる。市が審
査員による認定/ 食べ物の名物を
作る/ 職人の認定制度/ 市が三つ
星を出す認定制度をつくる。- 成徳
・ 魅力をつくりあげていってメディア
発信していくことも大切。農業の町を
活かしてブランドをつくる - 上灘

・良いものを食べてもらい、農産加工
品を作り、ブランド化して全国に発信
する。

観光交流課 観光に来ても食事処が少ないとの意見
もちらほらあり、「グルメな倉吉」を発信
することにより、来訪者の増加と消費拡
大を目指す。
地元高校・大学とマイス協会、商工連盟
及び飲食店組合の連携により、グルメコ
ンテストを開催し、定着に向けた行政支
援を行う。

しない 既存の梨の
花主催の「Ｂ
級グルメバト
ル」の活用に
より展開を図
る。

97 まちづ
くり

◆人が集い魅力ある地域づくり ・交通網の整備/地域の足としての
交通網整備
・県立美術館を倉吉（中部）に作る/
ただし、現在の候補地では魅力がな
い/稼げる美術館を造る
・自転車道のの整備（サイクリングタ
ウン倉吉）/健康推進の為にも「サイ
クリングステーション」の整備が必要
・軽自動車税の大幅減税・免税
・地方創生で最も大事なのは「住民
の満足度」
・報道によると県は政府機関、独立
行政、三法人の県内移転を提案して
いる。市として意思を固め、県に貼り
つき情報収集と提案をする。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

98 まちづ
くり

・都市住民との交流と県
内の子どもの地域学習の
場として農家民泊と農業
体験の受入拠点整備事
業

・倉吉市の自然や環境を全国にア
ピールしどんどん来てもらえるように
したい。
・自然を利用した小・中・高校生への
教育の場としての観光振興。
・人工的な遊び場よりも山川海での
遊び方を知らせたい。
・農業を活かして人を呼び込む
・子供に農業体験をさせる。成功者
の話を聞かせる（授業の一環）。
・朝市やフリーマーケットを盛んにす
る。

・地域の資源を活かすことも大事な
ポイント。「体験ツアー」は地域の特
性を活かし、教育型の体験旅行で農
家民泊も含めた取り組みも出てきて
いる。この地域でもそういったものに
取り組めるのではないかと感じてい
る。- 北谷

・若い世代（中・高生）に「倉吉」につ
いて考える機会を増やす。資料作成
や魅力づくり - 明倫
・農地と農業者の活用をする。- 西
郷
・ 交流人口を増加させる。伝建群/
農業体験/ 遊びの質の変化
レジャー型から体験型へ - 上北条
・ 青少年体験活動の拠点（旧山守
小学校の活用）民泊/ 農業体験 -
関金
・若い人を引き付けるイベント、 都会
の人との交流、 農業やウォーキング
などの体験、 自然とのふれあい/、

 ・ 関金地区では、既に農家民泊な
どの活動がある。県外の子供たちと
農家の交流が行われている。これに
対し、倉吉地区の子供たちは対応し
ているか？関金地区を知っている
か？という疑問がある。倉吉地区の
子供たちに、関金地区に来て体験し
てもらいたい。地元の子供たちが、
地元を愛すること、倉吉市の良さを
知ることが大事で、倉吉に帰ってこよ
うとする子供たちを育てることにな
る。

観光交流課
学校教育課

 「倉吉市体験型教育旅行誘致協議会」
など関係団体と連携し、拠点先の確保と
プログラムの充実を図り、県内外利用者
を増やすとともに、市内全小学生にも体
験させることにより、地元の魅力を伝え
る。
拠点先確保/ プログラム充実

する 継続 5,000千円
（県補助
金
2,500千円
市補助金
2,500千
円）

拡充 県外学校 修学旅行誘致学校数 修学旅行誘致学校数 市内小学生
への体験活
動について
は、教育サイ
ドの意向によ
る。また、山
守小学校の
活用について
は、当該施設
が社会教育
施設に転用さ
れた場合に検
討。

99 まちづ
くり

・倉吉駅前ファーマーズ
マーケット整備事業

・ 駅前の旧経済連ビルや空き店舗
の具体的で有効な活用方法の検
討。
・買い物をする場所を作る（倉吉全
体でも上小鴨でも）-上小鴨

・駅前に楽しいスペース設置/鳥取・
米子まで行かなくても買い物ができ
る魅力ある商店づくり

総合政策課
農林課

事業内容概要 - 県中部地域の玄関口
にふさわしい、賑わいと交流の拠点とし
て、ファーマーズマーケット設置による生
産者、消費者間での顔の見える安全・安
心な農産物の販売を促進。また、小規
模農家・定年帰農者等の出荷先としても
対応する。
設備整備/ ファーマーズマーケットのシ
ステム構築/ ＰＲ
⇒経済産業省補助金を活用し、市から
の補助支援は予定していない。そのた
め戦略掲載による交付金は使用しな

しない H27～H31 未定 新規 ＪＡ鳥取
中央

なし 来客数 中心市街地
活性化基本
計画掲載
経済産業省
の補助金を活
用予定

100 まちづ
くり

・空き店舗等を活用した
チャレンジショップ拡充事
業

・ 空家や空き店舗が多くみられま
す。空家バンク制度の利用は少ない
のでしょうか。
・ 成徳・明倫地区の商店街に用事が
出来、初めて行ってみましたが、若
い人が新しいセンスで商売をしてお
られた。もっと発信してアピールすれ
ば良いのに。
・ 駅前の旧経済連ビルや空き店舗
の具体的で有効な活用方法の検
討。
・空家・空き店舗を使って若者向け
のチャレンジショップを作ってみても
いいと思います。

・ 空き店舗を活用して（記念館、チャ
レンジショップ）/ 朝市をやる - 上北
条

民家・空き家の活用などと併せて研
究していきたい。

・若者にこだわらない、高齢者の呼
び込み/空家、耕作放棄地を利用し
て、定年退職者を第一に誘い込む
・岡山の問屋町では、空き家を活用
した若者が経営するカフェが立ち並
び、活気があるようだが、倉吉市でも
白壁土蔵群周辺の空き家を活用し
た店舗展開などを行い、全国発信し
てはどうか/伝統的建造物群などの
規制については、具体的に提案が
あれば検討したい

総合政策課
商工課

空き店舗の修繕・改装など補助制度や
賃貸のシステムの充実化を図る。地域
の人たちを相手にするコミュニティビジネ
スの起業を支援することを目的とした
サービスを強化するとともにビジネスに
取り組む起業家・NPO法人などのネット
ワークづくりを進める。
助成/ 人材育成

する H28-31 未定 拡充 開業希望
者

チャレンジショップ数　3カ所 チャレンジショップ数　5カ所 チャレンジ
ショップ増設
検討

101 まちづ
くり

・女性向けコミュニティ施
設兼食料品販売施設整
備事業

・ 駅前の旧経済連ビルや空き店舗
の具体的で有効な活用方法の検
討。

・働く場を多くする。特に女性
（福祉関係しかない・パートしかな
い・半分は女性なのに・家事育児が
負担である） - 北谷

総合政策課
人権政策課
商工課

主に地産品を中心とした若年女
性向けの商品を扱う店舗とし
て、若年層の起業家を中心に募
集を行い、若者による若者のた
めの店づくりをコンセプトに若年
層を中心とした集客を図る。また、コミュ
ニティ施設としての利用も検討する。
助成/ 人材育成/ PR
⇒経済産業省補助金を活用し、市から
の補助支援は予定していない。そのた
め戦略掲載による交付金は使用しな
い。

しない ～平成31
年度

未定 新規 ㈱チュウ
ブ

なし 利用者数 中心市街地
活性化基本
計画掲載
経済産業省
の補助金を活
用予定

102 まちづ
くり

・地域住民学生向けテナ
ントビル整備事業

・ 駅前の旧経済連ビルや空き店舗
の具体的で有効な活用方法の検
討。

総合政策課
商工課

 倉吉駅を利用する学生・地
域住民の利便性を考慮し
た店舗展開、商品構成、
地域性のある商品メニュー
開発を行う地元企業や起
業するテナントを誘致する
テナントビルを整備。
助成/ 商品メニュー開発/ ＰＲ
⇒経済産業省補助金を活用し、市から
の補助支援は予定していない。そのた
め戦略掲載による交付金は使用しな
い。

しない ～平成31
年度

未定 新規 ㈱アナロ
グ

なし 利用者数 中心市街地
活性化基本
計画掲載
経済産業省
の補助金を活
用予定

103 まちづ
くり

・20時以降に倉吉駅～西
倉吉間を運行する夜間時
間帯バス運行事業

・人、交通(公共バス)システムが繋
がる)まちづくりが必要ではないか？

・ 公共交通ネットワークの確立。人
が動く、物が動くことで 企業誘致が
便利になる - 上灘

総合政策課 今まで 20 時以降の帰宅等の時
間帯に利用できなかったバスを
運行することで、中心市街地内
におけるバスサービスの向上を
図る。
ニーズ調査/ 効果検証/運行計画立案
⇒平成27年10月より運行開始。

平成27年
10月～平
成32年3
月

7562（税
抜、期間
中）

新規 日本交通
株式会社

なし 利用者数1,450人 中心市街地
活性化基本
計画掲載、倉
吉市バス運
行対策費補
助金により支
援

104 まちづ
くり

・健康・介護と連携した
「新湯治」関金温泉モデ
ルの構築事業

・関金温泉に足湯を作る(ラドン温泉
をもっと前面に出しては)。
・老人が集まればその周囲には若者
も集まります。例えば温泉を活用し
た医療施設等で全国からリハビリを
求めている人達を呼び込むこともで
きるのではないかと考えます。

・ 湯命館を核とした観光の推進、 山
里の利用、（Ｂ＆Ｇ、木ノ実の里）、
運動施設の活用 - 関金
・ 関金温泉の活用。湯中運動、 薬
膳料理、 旧旅館の復活（温せい桜）
/、グリーンスコーレに小・中・高のス
ポーツ合宿 - 関金

・ 関金温泉を発信すること。温泉を
活用したリゾート開発が考えられる。
・  関金温泉を活用した観光振興を
考えた場合、温泉を医療に応用する
方法はないか。

観光交流課
医療保険課
長寿社会課
保健センター

関金温泉の活性化をテーマを「健康」に
位置づけ、市民の健康向上と温泉利用
型健康増進施設への認定（医療費控除
可）・健康パック（食・ノルディックウォー
ク、湯中運動など）商品開発により、健
康・介護と連携した滞在型の温泉保養
地を目指す。
施設認定/ 指導者等人材育成/ 健康
パック商品開発

する 不明 新規 市民
観光客

関金温泉への宿泊者数
19千人

関金温泉への宿泊者数
21千人

関金旅館組
合での意思
統一が必要
関金温泉を活
用した健康づ
くりの推進

105 まちづ
くり

・関金温泉旧老舗旅館活
用プロジェクト事業

・ 関金温泉の活性化、取り組みが全
く生かされておりません。合併以前
の方が良かったという意見をよく耳
にします。

・ 「にぎわい」のある町にしたい。。情
報提供、事業者に対する支援（起
業） - 明倫
・ 温泉街の復活、 湯命館を核とした
観光の推進 - 関金

・ 関金温泉を発信すること。温泉を
活用したリゾート開発が考えられる。
・ 関金温泉を活用した観光振興を考
えた場合、温泉を医療に応用する方
法はないか。

・関金温泉の開拓。宿を閉められて
いる所は助成金などを作ったり、新
たな担い手などを募集するなどして
華やかな温泉街に。

観光交流課 廃業した老舗旅館を活用して交流拠点
をつくる。カフェ、チャレンジショップ、展
示、イベントなどの開催を助成。
運営費の助成

する H26～
継続

事業費
8,400千円
（県補助
金900千
円
市補助金
7,500千
円）

継続 しゃあま
け笑会

交流拠点施設の利用者数 交流拠点施設の利用者数 実施団体の
単独自主事
業になるよう
時限的に補
助。

10



総合戦略掲載施策関係意見集約表 （資料２）

項目
No.

基本方
針

戦略を構成する施策
※◆印は骨子記載の主
要な施策の柱。中点印は
骨子記載のもの。赤字は
市民提案等によるもの。

市民意識調査結果 子育てアンケート結果 市民対話集会意見 ←対話集会での市長コメント 部会の関連意見 青年団体提案 ←青年団体提案に対する市長コメン
ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

106 まちづ
くり

・ウォーキングコースと観
光基盤整備事業

・「アザレアのまち」として美しい景
観、ウォーキング、山登り等健康的
な町(温泉)としてのＰＲ、意識改革が
必要と思う。
・ 倉吉市には幾つかの歴史的建造
物があり、また陸上競技場を中心と
したスポーツ施設群があり、関金を
中心とした温泉および雄大な自然の
緑・田畑、文化施設として未来中心
がありますが、それぞれが個々単体
としてあり、集客・賑わいに結びつい
ていないように感じます。
・高齢者が利用しやすい運動場(グラ
ンドゴルフ、ウォーキング)。

・ 「にぎわい」のある町にしたい。（観
光資源の有効活用）。- 明倫

・ボランティアとして、学生や看護師、
各方面の専門家の参加も促していき
たい。
、距離を記載した道路標識の設置・
整備による気軽に参加しやすい環境
づくりが大切だと感じる。コースのス
タート地点周辺の駐車場の有無やア
クセスの良さが、利用者数に大きく
影響するように思う。シャワーなどの
設備が充実するもと、利用者にとっ
てさらに使いやすさが増す。

トを開催されるが、観光業の繁忙期
であるこの時期に新たにイベントを
打つのではなく、春先などの暇な時
期にするなど開催時期を考えるべ
き。

期は、こちらで設定したものでなく、
先方から指定があったもの。インバ
ウンドの取組の重要性を考える必要
あり。

観光交流課
保健センター

打吹山のトレッキングコースと白壁土蔵
群周辺のタウンウォークを組み合わせた
ウォーキングコースを新たに設定。
コースのインフラ整備/ PR

する H27～
継続

拡充 市民
観光客

ウオーキング利用者数 ウオーキング利用者数 観光・まちづく
り健康づくり
の統合

107 まちづ
くり

・観光駐車場から白壁土
蔵群への回遊動線整備
事業

・ 倉吉市には幾つかの歴史的建造
物があり、関金を中心とした温泉お
よび雄大な自然の緑・田畑、文化施
設として未来中心がありますが、そ
れぞれが個々単体としてあり、集客・
賑わいに結びついていないように感
じます。

・ 情報提供、観光ガイドの養成、住
民への働きかけ（意識） - 明倫

・ 白壁あたりでは観光客を多数見か
けるが、その外部で観光客を見る機
会が少ない実感がある。

総合政策課
観光交流課

新たに整備するたからや跡地の観光駐
車場から、白壁土蔵まで観光客に飽きさ
せない導線整備を行う。

する H28～ 新規 観光客 白壁土蔵群への観光客入
込数
年間　61万人

白壁土蔵群への観光客入
込数
年間67万人

銀座商店街
の空き店舗対
策や緑の彫
刻プロムナー
ドの整備につ
いて、関係課
と連携が必
要。108 まちづ

くり
◆高齢になっても障がい
があっても安心して健康
でいきいき活躍できる環
境づくり

・人口ビジョン（骨子）によると、今後
の人口目標が、現状維持以下となっ
ている。思い切って、人口が増加す
るような目標を掲げることはできない
か。

・人口推計については、日本の全体
の大きな流れの中で、倉吉市だけが
人口増加という推計は現実的でな
く、非常に難しい状況。それでも、何
とかしようということで、今回、地方版
人口ビジョンの目標を掲げたところ。
実は、現在の目標でさえも達成が難
しい状況であると認識している。

・地域コミュニティーの復興
・地域貢献を頑張っている地元の事
業所、NPO法人など、小さな企業を
積極的に評価、PRする。現状では、
市民でもしらないところがたくさん
あって、知らないから利用しないし、
その良さを他に情報発信もできな
い。
・高齢者が住民の大多数を占めるの
であれば、移動手段が容易であるコ
ンパクトシティを目指す必要がある。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

110 まちづ
くり

・地域おこし協力隊・集落
支援員配置事業

・倉吉市は住みよい街である事をア
ピールする（災害が少ない）-小鴨

・ 定住。若者の定住。地元の魅力を
再認識し、移住者にPRする（対話集
会に参加し話し合う）。
・空家として提供する体制構築。移
住者をあたたかく迎え入れ。
・ 地元のマンパワーをボランティアで
活用。
・子育てへの金銭的支援をし、安い
一戸建てを提供する。
･集落支援員を増やす - 関金

・地域づくりにも、人づくりが必要で
ある。地域リーダーの養成や、コー
ディネートできる人を養成することが
必要である。
・ 人材育成強化は5つの施策項目に
共通して、重要視しており、6次産業
化、地域活動等のキーマンの総数を
増やしていく必要がある。
・課題に対して、地域資源を最大限
に活かし行政、企業、地域おこし協
力隊等が協力していくことが大切。
・木質バイオマス事業による雇用者
を移住者によりまかない、林業と地
域に無い手につなげていく。

地域づくり支援
課

地域おこし協力隊を農林水産業と地域
の担い手として活用することを検討す
る。
情報発信、地域活動への参画、魅力向
上、地域の組合への参加 など。/集落
支援員は、課題解決に向けた話し合い
をコーディネートしながら、地域の実情に
対応した集落の維持及び活性化対策を
支援.。
地域おこし協力隊・集落支援員配置/ 研
修・勉強会などによる人材育成

する H27～H31 - 新規 地域おこ
し協力
隊・集落
支援員

地域おこし協力隊・集落支
援員配置数　5人

地域おこし協力隊・集落支
援数配置数　10人

111 まちづ
くり

・地域をつなぐ拠点づくり
事業

・先ずは身近な町内から血の通った
交流、ふれ合いにより助け合い話し
合い、住みよい隣人愛を育むことか
ら始めていく。
・行政から言われてやるのでなく、自
分達がやりたいと思うことをサポート
する、全地区同じように行う必要は
なく、必要な所に。

・ 大きな勢力である高齢者の皆さん
が地域の中で活躍し、元気に暮らし
て頂ける、そういう地域づくりが必
要。 - 北谷

・人材も育成、リーダー、仲間づくり、
ネットワークづくり - 成徳

・ いろんな団体が集まっている拠点
（以前はあった）があると、情報が一
箇所で全て手に入るという利点があ
ると考えられるので、そのような拠点
ができれば。

総合政策課
地域づくり支援
課
生涯学習課

地域に住む人たちが自分たちの地域を
支え合う体制をしっかりと整えるため、地
域福祉の中心的担い手である倉吉市社
会福祉協議会及び地区社会福祉協議
会と市民・行政が連携しながらボラン
ティアセンターを核に、地域福祉を支え
る各種ボランティア・市民団体への市民
の参加促進と育成とネットワーク化を図
る。
人材育成/ 行政と市民団体とのネット
ワーク強化

する H27～H31 - 新規 市民 - - 当該事業は、
関係事業を総
括するもの
で、個別の事
業のことを指
すものではな
い。

112 まちづ
くり

・世代を超えて同じ地域・
地区でのつながりを強
化。
（案）母校に集まれ先輩・
後輩！

・地域での小学校統廃合に関して、
廃校地域に居住して子どもを育てた
いと考える若い人はいないだろう
か。

・これからを担って行く若い人たちに
考えてもらいたい
・成徳小を再編で廃止し、グラウンド
を観光拠点として「観光交流センター
（仮称）」を配置し、大物産館、大駐
車場として整備する。大型商業施設
と併設または打吹公園と伝統的建
造群を地下道高次にて直結する。

地域づくり支援
課

廃校・統合の流れがある今、各自の思
い出など共有しながら、世代を超えての
出会い、コミュニケーションのきっかけづ
くりとするため、各地区の学校施設の新
たな活用方法を模索する。

する H27～H31 － 新規 市民 再利用した公共施設数　0
施設

再利用した公共施設数　2
施設

No.111に含
む。

113 まちづ
くり

・市民対話集会実施支援
事業

・住民の意思改革の為の手立てが
まず第一歩。
・市民がまちづくりに参加しやすい体
制つくり。
・年齢を考えず老人・成人・子供と何
とか話し合い今後の町作り、人づくり
につなげる方法を考えてほしい。

・高齢者の集まれる場所（サロン、交
流の場） - 成徳
・移住者にPRする（対話集会に参加
し話し合う） - 関金

・地域づくりにも、人づくりが必要で
ある。地域リーダーの養成や、コー
ディネートできる人を養成することが
必要。
・ 各地域で抱えている問題は違うた
め、各地域の自治会と対話を持つ

学生に話をする機会を設けてみては
どうか。

地域づくり支援
課

定期的に地域での集まりを持ち、話がで
きる機会を継続させることにより、地域コ
ミュニティに対する意識啓発を進め、機
運を高める。また、自主的に活動領域を
拡大し、それぞれの地域の特徴を活か
した活気のある地域づくりを目指す。
各種支援制度/ 場の提供

しない H27～H31 100 継続 市民 市民対話集会実施回数　0
回

市民対話集会実施回数　65
回

No.111に含
む。

114 まちづ
くり

・地域スペシャリスト市職
員制度事業

・人材の増員充実は地方創生にも大
切かと思います。

・地域づくりにも、人づくりが必要で
ある。地域リーダーの養成や、コー
ディネートできる人を養成することが
必要。
・人材育成強化、地域活動等のキー
マンの総数を増やしていく必要があ

地域づくり支援
課

地区ごとに担当職員が定期的に出向
き、交流の機会や広報誌の説明など行
う地域スペシャリスト市職員の設置につ
いてニーズ調査及び導入への検討を行
う。

する H27～H31 - 新規 市民 地域スペシャリスト市職員
配置数　0人

地域スペシャリスト市職員
配置数　65人

No.111に含
む。

115 まちづ
くり

・地域の資源を使っての
環境・子供教育促進
（案）ダッシュ村で地域活
性化

・遊休農地の活用-小鴨
・農業を活かして人を呼び込む
・子供に農業体験をさせる。成功者
の話を聞かせる（授業の一環）。-小
鴨

・ダッシュ村で地域起こしをする。-
高城

・学校も地域を支える一つの組織と
考え、「地域学校委員会」を組織し、
人事権のないコミュニティスクールを
構築している。学校・地域・保護者が
一体となって子どもを育て、地域の
後継ぎを育てる活動を、公教育の中
で行っている。
・「アグリキッズスクール」や、小中学
校に「農業科目」を設置することなど
が考えられる。

・緑を活かしたまちづくり。①市内の
街路樹マップを作成し、冊子で発
行。②街路樹ツアーの実施。③「打
吹山の樹木草花」本の作成、イベン
トなど。このまちに育って豊かな環境
を作っている植物や樹木のことを
もっと知りたいと、関心を持ってもら
いたい。

生涯学習課 地域の人と一緒になっての野外活動（ロ
グハウス造りやキャンプなど）を通じて
地域で子どもを育てていくことを促進す
る。

する H27～H31 1,000 新規 参加を希
望する児
童・生徒

野外活動参加児童等　0人 野外活動参加児童等　650
人

農業、緑化視
点であれば農
林課、地域づ
くり課を中心
に、青少年教
育の充実の
観点であれば
生涯学習課
で対応。
No.111に含
む。116 まちづ

くり
・地域リーダー育成事業 ・地域でリーダとなる人材育成。リー

ダーを中心とした活気あるコミュニ
ティ強化 - 成徳
・地域リーダー・コーディネーターの
育成が必要（盛り上げる人）- 上北
条
・同じ方向を見て進んでいける住民
づくり、リーダーの育成 - 関金
・青年団、婦人会→組織の活性化。
ダッシュ村- 高城

・地域づくりにも、人づくりが必要で
ある。地域リーダーの養成や、コー
ディネートできる人を養成することが
必要である。
・人材育成強化、地域活動等のキー
マンの総数を増やしていく必要があ
る。
・シニア世代の得意分野と地域課題
のマッチングがねらいである。 シニ
ア世代のリーダーをどう育成していく
ことができるか。50～60代で、リー
ダーグループを組織し、70～80代に
高齢者も引っ張っていくのが良いの
ではないか。

地域づくり支援
課
観光交流課

地域活性化には率先してみんなを引っ
張っていけるリーダーの存在が必要不
可欠であることから、研修や講座受講な
どにより、これを養成しながら、リーダー
同士でのネットワークを作ることにより、
各地域との絆を深めていくことを検討す
る。

する H27～31 1,000 新規 参加を希
望する市
民

研修会参加者数　0人 研修会参加者数 65人 No.111に含
む。

117 まちづ
くり

・市民防災力の強化・向
上につなげる自主防災組
織促進事業

・先の火災による損失を防ぐ為の対
策として防災設備を充実させる。
・防災施設の建設等の充実をお願い
したい。広い駐車場などの隣接、高
齢者等が安心して避難できる場所が
欲しい。

・防災訓練が、人の活躍という流れ
の中で取り組まれることを望む。小
中学校ではカリキュラムが取れない
と言われることもあるので、自分たち
が地域に出ていき、防災訓練につい
て伝えていくことで、地域の理解が
進むと良い。
・ 地域全体の組織化等を担うコー
ディネーターとして、地域防災員を配
置し。
・ 自主防災組織をつくることに関して
は、市から出る補助金によってサ
ポートされる。自主防災組織による

防災安全課 地域住民が自主的に防災活動を行う団
体を全自治公民館に組織する。

しない Ｈ27～Ｈ
31

4,550 継続 自主防災
組織

自主防災組織率74.7％ 自主防災組織率100％

118 まちづ
くり

・検診受診率の向上と健
康意識の改善に取組む
看護大学まちの保健室推
進事業

・長野県などをお手本に40～50歳代
から何か健康に意識が高まる取り組
みを行ってもよいのではと思います。

・健康づくりのメニューやスポーツ活
動の場所を提供したり。自治連で
行っている健診率向上プロジェクト
みたいな健康チェックもしていきた
い。- 明倫
・マイナンバーを活用して情報管理
をし、高齢者の方々の健康づくり、元
気づくりに取り組む。- 西郷
・生きがい作りは健康づくりとも関連
する。健康づくりを考えていく必要が
ある。 - 西郷
・看護大学とタイアップして取り組む
健康づくりをやるく必要がある。- 西
郷

・健康づくり　マイナンバーで健康情
報/ 高齢者生きがい活発/ 看護大
の活用/ 水の活用 - 西郷

・健康づくりのメニューやスポーツ活
動の場所を提供したり。自治連で
行っている健診率向上プロジェクト
みたいな健康チェックもしていきた
い。- 明倫
・マイナンバーを活用して情報管理
をし、高齢者の方々の健康づくり、元
気づくりに取り組む - 西郷
・生きがい作りは健康づくりとも関連
する。健康づくりを考えていく必要が
ある。 - 西郷
・看護大学とタイアップして取り組む
健康づくりをやるく必要がある。- 西
郷

 ・認知症の予防などに取り組んでい
る。自治公民館で集まり、声かけ活
動を行っている。
・1年生の8月～9月に、学生たちを公
民館に実習に行かせる。さらに12月
までイベントなどに参加する。「まち
の保健室」の取組を行う。
・受診額の補助、年齢を絞るなどし
て市民の声を聞き、低受診率の問題
点の洗い出し。受診の時間作りが難
しいので企業への呼びかけをする。

・医療施設が多い、看護大学新設、
元気な高齢者＋健康施設の事業化
＝生産従事人口増、医療費減、生
涯を通じた健康な人づくり。

総合政策課
生涯学習課
長寿社会課
保健センター
生涯学習課

「まちの保健室」を全地域に普及させ、
自分の健康を振り返ったり、相談できる
場により健康意識と受診率の向上につ
なげる。
大学や地域と行政が連携して、地域の
健康づくりを支援するシステムをつくる。

する Ｈ27～Ｈ
31

500 新規 主に高齢
者

まちの保健室開催地区　0
地区

まちの保健室開催地区　13
地区

121 まちづ
くり

・ケーブルテレビ網のＩＣＴ
を活用した見守りシステ
ム整備事業

・健康づくり　マイナンバーで健康情
報- 西郷

・高齢者福祉に焦点をあて、高齢者
に対して優しい町にすれば、雇用も
増えるのではないか。
・高齢者の相談に対応し、地域が住
みやすくなることを目指している。
・CCRC (Continuing Care
Retirement Community - 健康時か
ら介護時まで継続的ケアを提供する
米国の高齢者施設のコンセプト)導
入。

総合政策課
長寿社会課

高齢者や子供、障害者など、見守りが
必要な方に対して、ケーブルテレビの通
信を活用してテレビの利用状況を把握
することにより、生活状況や帰宅時間の
把握を行う。
ICT整備/ 活用システムの構築

する H27～H31 40,000 新規 高齢者、
障害者、
子育て世
帯など

サービス加入者数　0件 サービス加入件数　600件
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総合戦略掲載施策関係意見集約表 （資料２）

項目
No.

基本方
針

戦略を構成する施策
※◆印は骨子記載の主
要な施策の柱。中点印は
骨子記載のもの。赤字は
市民提案等によるもの。

市民意識調査結果 子育てアンケート結果 市民対話集会意見 ←対話集会での市長コメント 部会の関連意見 青年団体提案 ←青年団体提案に対する市長コメン
ト

男女共同参画の会 パブリックコメント（アイデア募集） 担当課 事業概要
（具体的な施策）

戦略
掲載
可否

実施期間 事業費
（千円）

予算措
置状況
（新規・
継続・拡
充）

対象者 （業績評価指標）
H26年度時点

（業績評価指標）
H31年度時点

備考

122 まちづ
くり

・移動販売車での遠隔地
購買促進

・地元店の移動販売推進（車などの
助成）- 北谷
・公共交通ネットワークの確立。- 上
灘

・お店がなくなったというのがかなり
切実な問題。コンビニは安定的な経
営が難しく、移動販売等も含めて検
討していかないといけないと思う。-
北谷

・地元店の移動販売推進（車などの
助成）- 北谷
・公共交通ネットワークの確立。- 上
灘

・お店がなくなったというのがかなり
切実な問題。コンビニは安定的な経
営が難しく、移動販売等も含めて検
討していかないといけないと思う。-
北谷

総合政策課 交通が不便＆免許を返上したとなると高
齢者にとっては買い物が大変。 各地域
の実情を踏まえながら、ニーズ調査及び
費用対効の調査検討を行い、必要な地
域には市から車の助成、または助成金
などの補助を行うことを検討する。
ニーズ調査/ 費用対効果調査/協力事
業者への助成

する H28～H31 - 新規 移動販売
事業者

移動販売事業者補助件数
0件

移動販売事業者補助件数
1件

123 まちづ
くり

・デマンドタクシーの運行
検討
（案）乗り合いタクシーで
和気あいあい事業

・高齢者が利用しやすい移動手段の
確保。高城のようなバスの整備が必
要。- 西郷
・店、病院が遠いので移動手段を確
保/デマンドタクシー - 北谷
・駐車場確保（100円バス） - 西郷
・ 公共交通ネットワークの確立。-
上灘
・公共交通機関の充実、（老人が独
立して生活できる環境）。高齢者に
免許を返還してもらい、その変わり
にバス料金を割引

・高齢者の住みやすい地域づくりとし
て、公共交通機関の問題がある。-
北谷
・今、空で走っている定期バスもどう
いうふうにするのか大きなテーマで
ある。 - 西郷
・打吹公園をもう少し魅力あるもの
に、そのためにも１００円バスのよう
な交通機関を使って、公園に行きや
すい環境も作っていかないといけな
い。 - 西郷

・高齢者の方の利用しやすい移動手
段の確保。高城のようなバスの整備
が必要。- 西郷
・店、病院に遠いので移動手段を確
保/デマンドタクシー/無関心になら
ず声をかける。 - 北谷
・駐車場確保（100円バス） - 西郷
・公共交通ネットワークの確立。- 上
灘

・高齢者の住みやすい地域づくりとし
て、公共交通機関の問題がある。-
北谷
・今、空で走っている定期バスもどう
いうふうにするのか大きなテーマで
ある。 - 西郷
・打吹公園をもう少し魅力あるもの
に、そのためにも１００円バスのよう
な交通機関を使って、公園に行きや
すい環境も作っていかないといけな
い。- 西郷

総合政策課 各地域の実情を踏まえながら、持続可
能な公共交通システムの実現に向けた
検討を進める。ＮＰＯ法人たかしろのボ
ランティアタクシー事業などを参考に、
ニーズ及び費用対効果の調査検討を行
い、事業導入、改訂などを検討する。
ニーズ調査/ 費用対効果調査/協力事
業者への助成
⇒平成27年10月より、北谷高城地区で
デマンドタクシー運行を実施。その他の
地域については、調査実施の上、デマン
ドタクシー等の運行が可能であれば、導
入を図る。

する H27～H31 - 新規 運行事業
者等

調査検討区域数　0区域
（運行になった場合は、運行
実施区域数及び利用者数）

調査検討区域数　3区域
（運行になった場合は、運行
実施区域数及び利用者数）

運行に関して
は倉吉市バ
ス運行対策
費補助金によ
り支援

124 まちづ
くり

・倉吉エリア情報発信をラ
ジオ番組で促進

・市議会革命で新しい倉吉をつくろ
う。議員報酬を現在の1/2の額にし、
議員数を倍増する。議員総数の半
数を女性とする法制化を決める。議
員の生業又は副業を認めるが、議
会の席率85％とし、市議会に市民参
加の為休日午後、夜間の開会とす
る。場所は狭い現議会室ではなく交
流プラザのホールなど。常時ケーブ
ルテレビや、ローカルラジオなどで全
中継。ネット多様も。情報公開、多様
な意見の交換と吸い上げを図る。

けるが、倉吉市の知名度が低すぎる
と感じる。市のインパクトが少ない。
もっと露出をして、市の知名度を上
げてはどうか。

でＰＲを行っている。市民に対して
は、情報提供を行っていきたい。

ていきたい。

ニーと協力しながら、くらすけくんを
活用したＰＲを考えている。

総合政策課 倉吉発のラジオ番組で、ローカル情報や
地区の特色を発信していける内容を放
送することを検討する。

する H27～31 - 新規 放送エリ
アのリス
ナー

放送局設置数　0局 放送局設置数　1局
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